
広報さいじょう　2010　２月号�



■
申
告
が
必
要
な
方
は

　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
西

条
市
に
住
所
の
あ
る
方
で
…

○
平
成
21
年
中
に
営
業
・
農
業
・

不
動
産
（
地
代
・
年
貢
等
を
含

む
）・
日
雇
い
・
ア
ル
バ
イ
ト

等
の
収
入
が
あ
っ
た
方

○
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
あ
っ
た
方

※
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万

円
以
下
で
所
得
税
の
申
告
が
不

要
な
方
も
市
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

○
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
受

け
て
い
な
い
方
や
２
カ
所
以
上

か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
方

○
生
命
保
険
満
期
等
の
受
取
金
・

生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
年
金

（
個
人
年
金
）・
配
当
金
等
が
あ

っ
た
方

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方

※
収
入
が
な
い
方
で
も
申
告
が
必

要
で
す
。

■
申
告
の

　
必
要
が
な
い
主
な
方
は

○
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

署
へ
提
出
さ
れ
る
方

○
給
与
収
入
の
み
の
方
で
年
末
調

整
を
受
け
ら
れ
た
方

※
医
療
費
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
申
告
が

必
要
で
す
。

○
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
年
金

収
入
が
一
定
額
（
平
成
22
年
１

西条地区
日程
16日㈫ 8:45～16:00

神戸

玉津
橘

大保木

禎瑞

8:45～16:00
8:45～16:00

8:45～15:00
13:00～16:00

8:45～15:00
13:00～16:00

8:45～16:00

8:45～16:00

8:45～16:00

23日㈫

17日㈬

19日㈮

24日㈬

25日㈭

26日㈮

22日㈪

時間 対象地区

神戸公民館
神戸 神戸公民館

玉津公民館

加茂 加茂公民館
氷見 氷見公民館
氷見 氷見公民館

橘公民館

大保木公民館

禎瑞公民館
会場

２
月

神拝

市内全地区

大町

西条

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

３日㈬
４日㈭

10日㈬
11日㈭

１日㈪
２日㈫

５日㈮
８日㈪

12日㈮
15日㈪

９日㈫
市庁舎別館５階

３
月

飯岡8:45～15:0018日㈭ 飯岡公民館

東予地区
日程
16日㈫

多賀公民館

東予総合支所
３階

周布･吉田
石田･玉之江･広江･今在家

三津屋･三津屋南･三津屋東

大新田･壬生川･明理川
円海寺･喜多台

河原津･河原津新田･楠･三芳

宮之内･大野･福成寺･実報寺･旦之上
河之内･黒谷･広岡･石延･安用

国安･新市･高田･桑村
安用出作・新町･上市

北条

北条

8:30～16:30
8:30～16:30
8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30
9:00～16:00

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

22日㈪

17日㈬
18日㈭

23日㈫

24日㈬
25日㈭

19日㈮

26日㈮

時間 対象地区 会場
２
月

壬生川公民館

東予総合支所３階

国安公民館

吉岡公民館

庄内公民館

三芳公民館
(農村環境改善センター)

周布公民館
吉井公民館

周布･吉田
石田･玉之江･広江･今在家

河原津･河原津新田･楠
三芳

三津屋･三津屋南･三津屋東
明理川･円海寺･喜多台

市内全地区

大新田･壬生川

宮之内･大野･福成寺･実報寺
安用出作･新町･上市
広岡･石延･安用

旦之上･河之内･黒谷

国安・高田・新市・桑村

9:00～16:00
9:00～16:00
8:30～16:30

9:00～16:00

9:00～16:00
9:00～16:00
9:00～16:00

9:00～16:00

9:00～16:00
9:00～16:00
9:00～16:00

１日㈪
２日㈫
３日㈬

４日㈭

８日㈪
９日㈫

10日㈬

11日㈭

５日㈮

15日㈪
12日㈮

３
月

楠河公民館

　　　　　　　　　　　　■平成21年中の所得を明らかにする書類
　　　　　　　　　　　　　▽源泉徴収票▽営業、農業、不動産収入のあ
　　　　　　　　　　　　　る方は、収入額や経費のわかる帳簿、通帳、
　　　　　　　　　　　　　固定資産税課税明細書等
■平成21年中の控除を明らかにする書類
　▽国民年金保険料等、生命保険・地震保険等の控除証明書、医療費控除
　を受けられる方は医療費の領収書等
■印かん（認印でかまいません）
■申告される方名義の金融機関・口座番号がわかるもの
　（還付が生じた際に必要になります）

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
　

２
月
16
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈪

　

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
時
期
で
す
。
申
告
日
程
表
を
ご
覧
の
上
、

期
間
中
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
申
告
で
税
務
署
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
方
、
青
色
申
告
の
方
、

土
地
や
株
式
の
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
方
は
税
務
署
で
の
申
告
と
な
り
ま
す
。

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
　

２
月
16
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈪
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月
１
日
現
在
の
年
齢
が
65
歳
未

満
の
方
は
98
万
円
、
65
歳
以
上

の
方
は
１
４
８
万
円
）
以
下
で

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

な
い
方

■
申
告
を
し
な
い
と

○
各
種
控
除
や
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
措
置
等
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

○
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
の

発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
お 

願 

い

○
申
告
期
間
中
は
、
税
務
担
当
職

員
が
公
民
館
等
に
出
張
し
て
い

ま
す
。日
程
等
を
ご
確
認
の
上
、

お
住
ま
い
の
地
区
の
会
場
で
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
都
合
が

つ
か
な
い
場
合
は
別
の
会
場
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

○
申
告
会
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
特
に
２
日
間
以
上
申
告

受
付
を
行
っ
て
い
る
会
場
の
場

合
、
初
日
は
大
変
混
み
合
い
長

時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
医
療
費
控
除
等
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
病
院
ご
と
、
個
人

ご
と
に
支
払
金
額
を
事
前
に

計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得

の
計
算
は
収
支
計
算
で
行
い

ま
す
。
収
入
状
況
や
経
費
等

が
把
握
で
き
る
資
料
な
ど
必

要
書
類
を
ま
と
め
、
集
計
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
収
支

内
訳
書
は
税
務
署
、
市
庁
舎

本
館
市
民
税
課
、
各
総
合
支

所
（
東
予
：
税
務
課
税
務
係
、

丹
原
・
小
松
：
総
務
課
税
務

係
）
に
あ
り
ま
す
。

・
市
役
所
か
ら
申
告
書
の
送
付

が
あ
っ
た
方
は
、
郵
送
申
告

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
税
制
改
正
の
内
容
は
、
広
報
さ

い
じ
ょ
う
１
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
ご 

注 

意

○
国
民
年
金
保
険
料
等
の
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、
支
払
い
を
証

明
す
る
も
の
を
申
告
書
に
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

○
公
民
館
な
ど
で
申
告
受
付
を
行

っ
て
い
る
日
は
、
市
庁
舎
本
館
、

各
総
合
支
所
で
は
申
告
受
付
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
公
民

館
等
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

◎
市
庁
舎
本
館

　

市
民
税
課　

市
民
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７―

５
２―

１
３
１
７

◎
東
予
総
合
支
所

　

税
務
課　

税
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
８―

６
４―
２
７
０
０

内
線
１
２
１

◎
丹
原
総
合
支
所

　

総
務
課　

税
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
８―

６
８―

７
３
０
０

内
線
２
１
４

◎
小
松
総
合
支
所

　

総
務
課　

税
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
８―

７
２―

２
１
１
１

内
線
１
１
４

㈫

㈪

㈬
㈭

㈫
㈬
㈭

㈮

㈪
㈫
㈬
㈭

㈮

㈪
㈫

㈮

㈬
㈭

㈪
㈮

丹原地区
日程
16日㈫

9:00～16:00

9:00～16:00

田野公民館

古田

長野
田野上方・北田野
高松・川根

関屋・湯谷口・寺尾

鞍瀬・明河・千原
楠窪・臼坂

田滝･田滝前･徳能出作
来見

石経・志川・明穂

桜樹出張所

徳田公民館

中川公民館
22日㈪

17日㈬
18日㈭

23日㈫
24日㈬
25日㈭

19日㈮

26日㈮

時間 対象地区 会場
２
月

高知・徳能 徳田公民館

丹原総合支所
２階

今井

久妙寺・南部

池田

願連寺
丹原

市内全地区

8:30～16:30

１日㈪
２日㈫
３日㈬
４日㈭

８日㈪
９日㈫
10日㈬
11日㈭
12日㈮
15日㈪

５日㈮

３
月
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12
月
定
例
会
は
１
日
～
18
日
の

18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例

案
・
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が

上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

各
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。（
指
定
期
間
は
平
成
22
年
４

月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
31
日
）

　

指
定
す
る
施
設
と
指
定
管
理
者

は
次
の
と
お
り
。

○
総
合
文
化
会
館
、
丹
原
文
化
会

館　

ア
ク
テ
ィ
オ
㈱

○
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
、
食

の
創
造
館　

㈱
西
条
産
業
情
報

支
援
セ
ン
タ
ー

西
条
市
武
道
場
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

武
徳
殿
の
用
途
を
廃
止
す
る
た

め
、
武
徳
殿
に
関
す
る
部
分
を
削

除
す
る
も
の
。
な
お
、
建
物
に
つ

い
て
は
老
朽
化
し
倒
壊
の
危
険
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
度
に

解
体
・
撤
去
を
行
う
予
定
で
す
。

一
般
会
計
（
第
８
回
）

○
補
正
額　
　

△
４
９
７
９
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

４
０
０
億
３
１
９
３
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
教
育
・
体
育
の
振
興
】

○
小
中
学
校
理
科
教
育
設
備
等
整

備
事
業　
　
　

３
５
９
１
万
円

○
西
条
運
動
公
園
階
段
ス
ロ
ー
プ

化
等
改
修
事
業　

２
０
８
万
円

【
農
林
業
の
振
興
】

○
森
林
そ
生
緊
急
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

７
８
８
３
万
円

○
「
木
の
ま
ち
・
木
の
い
え
リ
レ

ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
西
条
」
開
催

事
業　
　
　
　
　

１
９
４
万
円

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
４
１
７
万
円

【
地
域
情
報
化
の
推
進
】

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
共
聴
施
設

整
備
事
業　
　

１
０
６
７
万
円

【
災
害
復
旧
事
業
】

○
平
成
21
年
発
生
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
６
６
１
万
円

【
市
職
員
の
給
与
改
定
等
】

○
職
員
給
与
費
等
の
引
き
下
げ

　
　
　
　

△
１
億
９
０
７
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　

３
億
８
１
４
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

１
２
９
億
２
９
１
６
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

１
０
０
３
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

88
億
３
５
３
３
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
73
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
３
６
３
９
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　

△
１
３
０
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

48
億
９
１
６
８
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業
特
別

会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
８
１
９
３
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
73
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

２
億
５
９
１
４
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
19
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

13
億
４
９
０
８
万
円

※
各
金
額
の
「
△
」
は
、
減
額
を

意
味
し
ま
す
。

　

社
団
法
人
愛
媛
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
西
条
支

部
お
よ
び
周
桑
支
部
と
西
条
市
と
の
間
で
「
災
害

時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
）
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
、

12
月
22
日
に
市
庁
舎
で
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
、
電
気
・
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
機

能
停
止
し
た
場
合
、
避
難
所
で
の
炊
き
出
し
等
に

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
貴
重
な
燃
料
源
と
な
り
、
避
難
所
生

活
を
早
期
に
安
定
・
継
続
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
の
供
給
を
ご
協
力
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　

調
印
式
で
は
同
協
会
西
条
支
部
の
藤
下
一
志
支

部
長
、
同
協
会
周
桑
支
部
の
篠
森
均
支
部
長
と
、

市
長
代
理
と
し
て
渡
部
高
尚
副
市
長
が
、
そ
れ
ぞ

れ
協
定
書
に
署
名
・
押
印
し
、
協
定
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
、
よ
り
一
層
の
迅
速
な
応
急

生
活
物
資
等
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

㈳愛媛県エルピーガス協会 西条支部・周桑支部と
災害応援協定を締結 災害時における応急生活物資の供給に関する協定

▲調印後、握手を交わす藤下一志西条支部長
　（左）、篠森均周桑支部長（右）、渡部副市長
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　２月と３月に次の日程で各種スポーツのキャンプ・合宿が
行われる予定です。（平成22年１月18日現在）
　見学は自由ですので、皆さんの熱い声援をお願いします。
■問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

四国学院大学 硬式野球部
日程　２月10日㈬～19日㈮
場所　東予運動公園野球場
　　　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

浜松大学 硬式野球部
日程　２月13日㈯～20日㈯
場所　ひうち球場

京都産業大学 サッカー部
日程　３月８日㈪～12日㈮
場所　ひうち陸上競技場
　　　東予運動公園球技場

拓殖大学 硬式野球部
日程　２月22日㈪～28日㈰
場所　ひうち球場

福井工業大学 硬式野球部
日程　３月４日㈭～９日㈫
場所　東予運動公園野球場
　　　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

大阪工業大学 陸上競技部
日程　３月２日㈫～５日㈮
場所　ひうち陸上競技場

ＴＤＫ 硬式野球部
日程　３月13日㈯～26日㈮
場所　ひうち球場

仏教大学 硬式テニス部
日程　３月９日㈫～12日㈮
場所　東予運動公園テニス場

ＪＦＥ西日本 硬式野球部
日程　３月10日㈬～17日㈬
場所　東予運動公園野球場
　　　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

香川高等専門学校陸上競技部
日程　３月21日㈰～23日㈫
場所　ひうち陸上競技場

人権擁護委員が委嘱されました

更生保護功労
　平成２年から保護司として職務に
精励され、西条地区第７分区長を務
められるなど、更生保護活動の伸展
と地区保護司会の発展に多大な貢献
をされています。

更生保護功労
　平成２年から保護司として職務に
精励され、西条地区地域活動部長を
務められるなど、更生保護活動の伸
展と地区保護司会の発展に多大な貢
献をされています。

民生委員・児童委員功労
　昭和52年から民生委員・児童委員
活動に精励され、社会奉仕の精神を
もって、相談・支援に当たり、地域
社会の福祉増進に多大な貢献をされ
ています。

　昭和17年から39年の長きにわたり学校教育に携わり、
この間、丹原小学校長等の要職を歴任され、児童の健全
育成および教育環境の発展に多大な貢献をされました。

　人権擁護委員法に基づき、１月１日付で法務大臣から
次の方が人権擁護委員に委嘱されました。

○清末昭宏氏（朔日市）…再任
　人権擁護委員は、皆さんの暮らしの中での悩み事や心
配事などの相談にのります。相談は無料で、相談内容の
秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。
■問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
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▼ 扶養手当
国の制度との異同

配偶者

西条市の支給額

配偶者以外の扶養親族

13,000円

6,500円
同

▼ 通勤手当
国の制度との異同西条市の支給額

交通機関
利用者
電車・バス等

交通用具
使用者
自家用車等

同

負担している運賃の額に応じて、１
カ月当たり最高55,000円まで支給。

２㎞以上５㎞未満は2,000円。
５㎞以上は4,100～24,500円。

▼ 住居手当
国の制度との異同西条市の支給額

借家・借間
居住者

持家居住者

月額12,000円を超える家賃を支払っ
ている職員に対し、負担している家
賃の額に応じた額を支給。
限度額：27,000円（家賃55,000円以上）
3,500円

一部異なる
国は持家居住者に
対して、取得後５
年まで2,500円。

一般行政職　大学卒

一般行政職　高校卒

技能労務職

経験年数10年 経験年数13年 経験年数19年

257,025円

210,400円

203,133円

285,425円

254,700円

230,225円

332,050円

302,367円

260,567円

区　　　分

※　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を
　いいます。

５ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 平成21年４月１日現在

※　１．西条市の給与条例に基づく、給料表の級区分による職員数です。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

標準的な
職務内容

区　分

職員数

構成比

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 合計

主任 係長 専門員 課長

主幹

副部長副課長 部長主事

技師 主査

 32人  60人 234人 108人  54人  56人  20人  15人 579人

100％ 5.5％ 10.4％ 40.4％ 18.6％  9.3％   9.7％  3.5％  2.6％

６ 一般行政職の級別職員数の状況 平成21年４月１日現在

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成20年４月１日現在の実数です。

922人 3,431,483
千円

500,331
千円

1,409,873
千円

5,341,687
千円 5,794千円

職員数
（Ａ） 給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

１人当たり
給与費(B/A)

給　　与　　費

２ 職員給与費の状況 平成20年度普通会計決算

※　人件費には、市長などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

114,786人 20.7％41,421,444
千円

2,448,992
千円

 8,583,468
千円

住民基本台帳人口
平成21年３月31日現在

人件費率
(B/A)

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支

１ 人件費の状況 平成20年度普通会計決算

▼ 期末・勤勉手当

支給割合 平成20年度

国・県の制度との異同期末手当 期勉手当区　　　分

1.5月分3.0月分 同

加算措置の状況：職制上の段階、職務の級などによる加算措置

７職員手当の状況 平成21年４月１日現在

一般行政職　大学卒

一般行政職　高校卒

技能労務職

172,200円 172,940円 Ⅱ種 172,200円

140,100円 140,702円 Ⅲ種 140,100円

127,700円

西 条 市 国愛 媛 県区　　　分

４ 職員の初任給の状況 平成21年４月１日現在

　市職員の給与は、職務の内容、民間企業との
比較、国や他市町村とのバランスを考慮して、
条例で定められています。問合せ：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

16％

14％

12％

10％

 8％

 6％

 4％

 2％

 0％

構成比

職員数 1,178人

40～
 43歳
113人

44～
 47歳
111人

48～
 51歳
169人

52～
 55歳
179人

56～
 59歳
142人

60歳
 以上
  4人

区　分

職員数

20歳
 未満
  2人

20～
 23歳
 12人

24～
 27歳
 48人

28～
 31歳
98人

32～
 35歳
153人

36～
 39歳
147人

区　分

12 年齢別職員構成の状況 平成21年４月１日現在

計

※　１．基本給とは職員の給料、扶養手当の合算額の平均です。
　　２．平均月収額は職員の基本給と毎月支払われる各種手当（扶養手当、通勤手当、
　　　住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

10 公営企業職員の年齢・基本給・月収額の状況 平成21年４月１日現在

395,842円356,707円44.1歳
343,151円314,706円42.3歳
1,238,460円563,422円46.9歳
364,907円321,519円40.5歳

病院事業

水道事業

事務職員
看護師
医師

区　　　分 平均年齢 基 本 給 平均月収額

※　１．決算には消費税を含んでいません。
　　２．職員給与費とは、職員に対して支給される給料と各種手当（扶養手当、通勤
　　　手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）に要する経費です。退職
　　　手当に要する経費は含んでいません。

９公営企業職員給与費の状況 平成20年度決算

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成20年４月１日現在の実数です。

水道
事業

病院
事業

 16人

178人

62,640
千円

2,590,735
千円

757,891
千円

41,266
千円

96,062
千円 12.7％

40.8％△177,867
千円

1,055,794
千円

649,709
千円

8,002
千円

143,930
千円

25,420
千円

262,155
千円

96,062
千円

1,055,794
千円

6,004
千円

5,931
千円

職員数
（Ａ）区分 １人当たり

給与費(B/A)計（Ｂ）期末勤勉手当職員手当給　料
給　　与　　費

病院事業

水道事業

職員給与費
の比率(B/A)

職員給与費
（Ｂ）

純損益・
実質収支

総 費 用
（Ａ）区　分

８特別職の報酬等の状況 平成21年４月１日現在

区 分 期 末 手 当 退職手当（４年任期満了時）

市長

副市長

議長

副議長

議員

913,000円

721,000円

456,000円

393,000円

366,000円

給料月額×在職年数×550／100

給料月額×在職年数×400／100

給料・報酬月額

〇支給割合 平成20年度
3.35月分

〇役職加算　 15％

市職員の給与状況・定員管理

※　平均給与月額は平成21年４月に支給された給料のほか、各種手当（扶養手当、通勤手
　当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

340,316円 399,817円西 条 市 44.3歳 255,090円 46.8歳

352,352円 447,058円愛 媛 県 44.7歳 330,543円 47.0歳

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均年齢平均給料月額 平均給与月額

一般行政職
区　 分

技能労務職

３ 職員の給料月額・給与月額・年齢の状況 平成21年４月１日現在

325,521円国 41.5歳 285,548円

267,588円

376,283円

49.2歳

▼ 時間外勤務手当

職員１人当たりの支給年額
支給実績

区　　　　分
153,855千円

205千円

全 職 種
平成20年度

▼ 特殊勤務手当

手当の種類（手当数）：14種類（代表的な手当は下記のとおり）
〇支給額の多い手当：消防職員手当、救急手当、税務手当、社会福祉業務
　　　　　　　　　手当
〇多くの職員に支給されている手当：同上

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給実績

区　　　　分

支給対象職員１人当たりの平均支給年額 59,310円

18,386千円
全 職 種

30.3％

平成20年度

▼ 退職手当
国の制度との異同自己都合 勧奨・定年区　　　分

同

その他の加算措置
○退職手当調整額：職務の等級の区分に応じた調整月額を定め、在職期間
　　　　　　　　のうち、その月額の高いほうから60月分の合計額を加算
○定年前早期退職特別措置：２～20％加算措置

１人当たりの平均支給額：2,493万円（平成20年度退職者への支給額）

支 給 率

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

23.50月分 30.55月分
33.50月分 41.34月分
47.50月分 59.28月分
59.28月分 59.28月分

合　　計

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）内は条例定数の合計です。

11 部門別職員数の状況と主な増減理由 各年４月１日現在

1,178人
（1,427人）

1,214人
（1,427人）

議会
総務企画
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木
小　計

小　計
病院
水道
下水道
その他
小　計

事務の統廃合縮
小、退職不補充
などによる。

事務の統廃合縮
小、退職不補充
などによる。

事務の統廃合な
どによる。

△  36人
（　0人）

 8人   8人
166人
 50人
171人
 62人
  1人
 55人
 22人
 80人
615人
150人
135人
900人
167人
 21人
 27人
 63人

171人
 52人
181人
 62人
  1人
 55人
 21人
 82人
633人
155人
135人
923人
178人
 21人
 27人
 65人

278人291人

　  0人
△   5人
△   2人
△ 10人
0人

　  0人
0人

　  1人
△   2人
△ 18人
△   5人
0人

△  23人
△ 11人
0人
0人

△   2人
△  13人

平成20年
職　員　数区 分

部 門 平成21年
対前年
増減数 主な増減理由

一
般
行
政

普
　

通
　

会
　

計

公
営
企
業
等
会
計

消防
教育

※　１．計画期間は平成17～21年の５年間です。
　　２．（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。
　　３．増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計
　　　画１年目以降現年までの職員増減数の累計を示します。

1,309人

△100人

388人

△ 10人

158人

△ 20人

635人

△ 64人

△ 84人 
（131％）

△ 28人 
（140％）

△120人 
（1,200％）

△231人 
（231％）

　  1人 
（△17％）

△ 19人 △   1人 △ 11人 △  31人

数値目標
（参考）

部 門
区 分

増　減

職員数

増　減

職員数

増　減

職員数

職員数

増　減

職員数

増　減

職員数

増　減

職員数

平成17年
１年目

平成18年
２年目

平成19年
３年目

平成20年
４年目

平成21年
５年目

計
平成17～21年

平成16年
11月１日

1,409人

1,378人

  398人

  387人

  178人

  177人

  699人

680人

△   7人 △ 15人 △   7人 △  29人

1,349人  380人  162人673人

▼ 定員管理の年次別進捗状況（実績）の概要 各年４月１日現在

128人

△  6人

　  0人

  134人

  134人

　  0人

  134人

△ 21人 △   2人 △ 67人 △  88人

1,261人  313人  160人652人

　  2人

増　減 △ 19人 △   5人 △ 22人 △  47人△  1人

  136人

1,214人  291人  155人633人   135人

職員数

増　減 △ 18人 △   5人 △ 13人 △  36人0人

1,178人  278人  150人615人   135人

▼ 定員管理の数値目標（平成16年11月１日～平成21年４月１日）
職員数

平成16年11月１日

1,409人 1,309人 100人 7.1％

職員数
平成21年４月１日 純減数 純減率

13 定員管理の数値目標・進捗状況

一般行政 教　育 公営企業等消　防 計

※配偶者のない職員の場合、扶養親族のうち１人目は、11,000円。
※満15歳に達する日後の最初の年度初めから満22歳に達する日以降の最初
　の年度末までの子１人につき、5,000円加算。

定員適正化計画の基本的な考え方
　合併によるスケールメリットを最大限生かし、将来の本庁方式
を見据えた組織機構の構築、事務事業の見直し、さらには指定管
理者制度の導入などを行い、現行の住民サービスの質を維持しな
がら、さらなる行財政運営の効率化をめざすとともに、職員数の
削減を図っていきます。
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▼ 扶養手当
国の制度との異同

配偶者

西条市の支給額

配偶者以外の扶養親族

13,000円

6,500円
同

▼ 通勤手当
国の制度との異同西条市の支給額

交通機関
利用者
電車・バス等

交通用具
使用者
自家用車等

同

負担している運賃の額に応じて、１
カ月当たり最高55,000円まで支給。

２㎞以上５㎞未満は2,000円。
５㎞以上は4,100～24,500円。

▼ 住居手当
国の制度との異同西条市の支給額

借家・借間
居住者

持家居住者

月額12,000円を超える家賃を支払っ
ている職員に対し、負担している家
賃の額に応じた額を支給。
限度額：27,000円（家賃55,000円以上）
3,500円

一部異なる
国は持家居住者に
対して、取得後５
年まで2,500円。

一般行政職　大学卒

一般行政職　高校卒

技能労務職

経験年数10年 経験年数13年 経験年数19年

257,025円

210,400円

203,133円

285,425円

254,700円

230,225円

332,050円

302,367円

260,567円

区　　　分

※　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を
　いいます。

５ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 平成21年４月１日現在

※　１．西条市の給与条例に基づく、給料表の級区分による職員数です。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

標準的な
職務内容

区　分

職員数

構成比

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 合計

主任 係長 専門員 課長

主幹

副部長副課長 部長主事

技師 主査

 32人  60人 234人 108人  54人  56人  20人  15人 579人

100％ 5.5％ 10.4％ 40.4％ 18.6％  9.3％   9.7％  3.5％  2.6％

６ 一般行政職の級別職員数の状況 平成21年４月１日現在

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成20年４月１日現在の実数です。

922人 3,431,483
千円

500,331
千円

1,409,873
千円

5,341,687
千円 5,794千円

職員数
（Ａ） 給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

１人当たり
給与費(B/A)

給　　与　　費

２ 職員給与費の状況 平成20年度普通会計決算

※　人件費には、市長などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

114,786人 20.7％41,421,444
千円

2,448,992
千円

 8,583,468
千円

住民基本台帳人口
平成21年３月31日現在

人件費率
(B/A)

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支

１ 人件費の状況 平成20年度普通会計決算

▼ 期末・勤勉手当

支給割合 平成20年度

国・県の制度との異同期末手当 期勉手当区　　　分

1.5月分3.0月分 同

加算措置の状況：職制上の段階、職務の級などによる加算措置

７職員手当の状況 平成21年４月１日現在

一般行政職　大学卒

一般行政職　高校卒

技能労務職

172,200円 172,940円 Ⅱ種 172,200円

140,100円 140,702円 Ⅲ種 140,100円

127,700円

西 条 市 国愛 媛 県区　　　分

４ 職員の初任給の状況 平成21年４月１日現在

　市職員の給与は、職務の内容、民間企業との
比較、国や他市町村とのバランスを考慮して、
条例で定められています。問合せ：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

16％

14％

12％

10％

 8％

 6％

 4％

 2％

 0％

構成比

職員数 1,178人

40～
 43歳
113人

44～
 47歳
111人

48～
 51歳
169人

52～
 55歳
179人

56～
 59歳
142人

60歳
 以上
  4人

区　分

職員数

20歳
 未満
  2人

20～
 23歳
 12人

24～
 27歳
 48人

28～
 31歳
98人

32～
 35歳
153人

36～
 39歳
147人

区　分

12 年齢別職員構成の状況 平成21年４月１日現在

計

※　１．基本給とは職員の給料、扶養手当の合算額の平均です。
　　２．平均月収額は職員の基本給と毎月支払われる各種手当（扶養手当、通勤手当、
　　　住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

10 公営企業職員の年齢・基本給・月収額の状況 平成21年４月１日現在

395,842円356,707円44.1歳
343,151円314,706円42.3歳
1,238,460円563,422円46.9歳
364,907円321,519円40.5歳

病院事業

水道事業

事務職員
看護師
医師

区　　　分 平均年齢 基 本 給 平均月収額

※　１．決算には消費税を含んでいません。
　　２．職員給与費とは、職員に対して支給される給料と各種手当（扶養手当、通勤
　　　手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）に要する経費です。退職
　　　手当に要する経費は含んでいません。

９公営企業職員給与費の状況 平成20年度決算

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成20年４月１日現在の実数です。

水道
事業

病院
事業

 16人

178人

62,640
千円

2,590,735
千円

757,891
千円

41,266
千円

96,062
千円 12.7％

40.8％△177,867
千円

1,055,794
千円

649,709
千円

8,002
千円

143,930
千円

25,420
千円

262,155
千円

96,062
千円

1,055,794
千円

6,004
千円

5,931
千円

職員数
（Ａ）区分 １人当たり

給与費(B/A)計（Ｂ）期末勤勉手当職員手当給　料
給　　与　　費

病院事業

水道事業

職員給与費
の比率(B/A)

職員給与費
（Ｂ）

純損益・
実質収支

総 費 用
（Ａ）区　分

８特別職の報酬等の状況 平成21年４月１日現在

区 分 期 末 手 当 退職手当（４年任期満了時）

市長

副市長

議長

副議長

議員

913,000円

721,000円

456,000円

393,000円

366,000円

給料月額×在職年数×550／100

給料月額×在職年数×400／100

給料・報酬月額

〇支給割合 平成20年度
3.35月分

〇役職加算　 15％

市職員の給与状況・定員管理

※　平均給与月額は平成21年４月に支給された給料のほか、各種手当（扶養手当、通勤手
　当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

340,316円 399,817円西 条 市 44.3歳 255,090円 46.8歳

352,352円 447,058円愛 媛 県 44.7歳 330,543円 47.0歳

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均年齢平均給料月額 平均給与月額

一般行政職
区　 分

技能労務職

３ 職員の給料月額・給与月額・年齢の状況 平成21年４月１日現在

325,521円国 41.5歳 285,548円

267,588円

376,283円

49.2歳

▼ 時間外勤務手当

職員１人当たりの支給年額
支給実績

区　　　　分
153,855千円

205千円

全 職 種
平成20年度

▼ 特殊勤務手当

手当の種類（手当数）：14種類（代表的な手当は下記のとおり）
〇支給額の多い手当：消防職員手当、救急手当、税務手当、社会福祉業務
　　　　　　　　　手当
〇多くの職員に支給されている手当：同上

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給実績

区　　　　分

支給対象職員１人当たりの平均支給年額 59,310円

18,386千円
全 職 種

30.3％

平成20年度

▼ 退職手当
国の制度との異同自己都合 勧奨・定年区　　　分

同

その他の加算措置
○退職手当調整額：職務の等級の区分に応じた調整月額を定め、在職期間
　　　　　　　　のうち、その月額の高いほうから60月分の合計額を加算
○定年前早期退職特別措置：２～20％加算措置

１人当たりの平均支給額：2,493万円（平成20年度退職者への支給額）

支 給 率

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

23.50月分 30.55月分
33.50月分 41.34月分
47.50月分 59.28月分
59.28月分 59.28月分

合　　計

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）内は条例定数の合計です。

11 部門別職員数の状況と主な増減理由 各年４月１日現在

1,178人
（1,427人）

1,214人
（1,427人）

議会
総務企画
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木
小　計

小　計
病院
水道
下水道
その他
小　計

事務の統廃合縮
小、退職不補充
などによる。

事務の統廃合縮
小、退職不補充
などによる。

事務の統廃合な
どによる。

△  36人
（　0人）

 8人   8人
166人
 50人
171人
 62人
  1人
 55人
 22人
 80人
615人
150人
135人
900人
167人
 21人
 27人
 63人

171人
 52人
181人
 62人
  1人
 55人
 21人
 82人
633人
155人
135人
923人
178人
 21人
 27人
 65人

278人291人

　  0人
△   5人
△   2人
△ 10人
0人

　  0人
0人

　  1人
△   2人
△ 18人
△   5人
0人

△  23人
△ 11人
0人
0人

△   2人
△  13人

平成20年
職　員　数区 分

部 門 平成21年
対前年
増減数 主な増減理由

一
般
行
政

普
　

通
　

会
　

計

公
営
企
業
等
会
計

消防
教育

※　１．計画期間は平成17～21年の５年間です。
　　２．（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。
　　３．増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計
　　　画１年目以降現年までの職員増減数の累計を示します。

1,309人

△100人

388人

△ 10人

158人

△ 20人

635人

△ 64人

△ 84人 
（131％）

△ 28人 
（140％）

△120人 
（1,200％）

△231人 
（231％）

　  1人 
（△17％）

△ 19人 △   1人 △ 11人 △  31人

数値目標
（参考）

部 門
区 分

増　減

職員数

増　減

職員数

増　減

職員数

職員数

増　減

職員数

増　減

職員数

増　減

職員数

平成17年
１年目

平成18年
２年目

平成19年
３年目

平成20年
４年目

平成21年
５年目

計
平成17～21年

平成16年
11月１日

1,409人

1,378人

  398人

  387人

  178人

  177人

  699人

680人

△   7人 △ 15人 △   7人 △  29人

1,349人  380人  162人673人

▼ 定員管理の年次別進捗状況（実績）の概要 各年４月１日現在

128人

△  6人

　  0人

  134人

  134人

　  0人

  134人

△ 21人 △   2人 △ 67人 △  88人

1,261人  313人  160人652人

　  2人

増　減 △ 19人 △   5人 △ 22人 △  47人△  1人

  136人

1,214人  291人  155人633人   135人

職員数

増　減 △ 18人 △   5人 △ 13人 △  36人0人

1,178人  278人  150人615人   135人

▼ 定員管理の数値目標（平成16年11月１日～平成21年４月１日）
職員数

平成16年11月１日

1,409人 1,309人 100人 7.1％

職員数
平成21年４月１日 純減数 純減率

13 定員管理の数値目標・進捗状況

一般行政 教　育 公営企業等消　防 計

※配偶者のない職員の場合、扶養親族のうち１人目は、11,000円。
※満15歳に達する日後の最初の年度初めから満22歳に達する日以降の最初
　の年度末までの子１人につき、5,000円加算。

定員適正化計画の基本的な考え方
　合併によるスケールメリットを最大限生かし、将来の本庁方式
を見据えた組織機構の構築、事務事業の見直し、さらには指定管
理者制度の導入などを行い、現行の住民サービスの質を維持しな
がら、さらなる行財政運営の効率化をめざすとともに、職員数の
削減を図っていきます。
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７
５

開催日

場　所

２月20日㈯　13時30分開演
総合文化会館 大ホール

フォーラムの内容

講師紹介

基調講演１
「木材と木造の耐久性に関する常識・非常識」
　講師：今村祐嗣氏（京都大学教授、㈳日本木材保存協会会長）

基調講演２
「四国はひとつ…　材木資源情報の集中と発信」
　講師：安藤直人氏（東京大学大学院教授、木質構造研究会会長）

パネルディスカッション
○コーディネーター
　安藤直人氏　　中村裕美氏（アナウンサー・香川県）
○パネリスト
　今村祐嗣氏
　實田貴史氏（瓜守材木店・新居浜市）
　田岡秀昭氏（嶺北木材協同組合・高知県）
　和田耕一氏（木材と木造住宅の研究会・愛媛県）
　富永啓司氏（阿波指物・徳島県）
　永井　敦氏（いしづち森林組合・西条市）
　曽我藤夫氏（宮大工・西条市）
　横手裕子氏（愛媛ＣＯＯＰの家、ＮＰＯ生涯学習プログラム役員）

※フォーラム終了後は名刺交換会（参加費必要）を開催。
問合せ　市庁舎本館　林業課　℡0897－52－1504
主催　愛媛東予東部地区林材業振興会議
共催　㈳木を活かす建築推進協議会、東予流域林業活性化センター、西条市

今村祐嗣氏（京都大学教授）
京都府生まれ。京都大学農学部林産工学科卒、同大学院修
士課程修了。奈良県林業試験場主任研究員、京都大学木材
研究所助手、京都大学木質科学研究所助教授を経て、1998
年から同大学研究所教授、2004年から同大学生存圏研究所
教授。現在、㈳日本木材保存協会会長、木質炭化学会副会
長、日本木材学会理事を務められている。

安藤直人氏（東京大学大学院教授）
東京都生まれ。東京大学農学部林産学科卒、同大学院修士
課程修了。住宅会社勤務、東京大学助手、住宅会社研究所
取締役、京都大学木質科学研究所客員助教授、木質住宅研
究所、東京大学大学院農学生命科学研究科助教授を経て、
2004年から同大学院教授。現在、木質構造研究会会長、林
野庁林政審議会施策部会委員等を務められている。
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　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は東予総合支所から「壬生川の地名の由来や起
源」について紹介します。

東予総合支所　　〒799－1394　周布 349 番地 1
　　　　　　　　℡0898－64－2700　　℻0898－65－4363

ち
ゃ
ん
と
読
め
ま
す
か
？  　　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

「
壬
生
川
」
を
「
に
ゅ
う
が
わ
」
と …

▲役場としての役目を終えた後、壬生川公民館として
　使用された旧壬生川町庁舎（昭和３年築）

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
愛
媛
県
内
の

方
々
に
は
な
じ
み
の
深
い
「
壬
生

川
」
と
い
う
地
名
は
、
Ｊ
Ｒ
の
難

読
駅
名
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
県
外

か
ら
こ
の
地
を
訪
れ
る
人
に
「
に

ゅ
う
が
わ
」
と
読
ん
で
も
ら
う
こ

と
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
等
へ
入
力
す
る
際
に

「
丹
生
川
」
と
し
か
漢
字
変
換
さ

れ
ず
、「
壬
生
川
」
か
ら
「
に
ゅ
う

が
わ
」
へ
と
漢
字
と
読
み
が
つ
な

が
り
に
く
い
こ
と
も
、
難
読
の
要

因
の
一
つ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
東
予
地
区
の

中
心
に
位
置
す
る
「
壬
生
川
」
の

地
名
の
由
来
や
起
源
に
つ
い
て
、

そ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

■
地
名
の
由
来
・
起
源
に
つ
い
て

　

壬
生
川
の
地
は
、
古
く
に
は
桑

村
郡
の
巽た

つ
み川

の
郷
と
し
て
、
現
在

の
大
明
神
川
が
開
通
す
る
以
前
は

満
潮
時
な
ど
に
、
常
に
古
子
川
が

氾は
ん
ら
ん濫
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
道
前
平
野
の
東

部
を
母
体
と
す
る
農
業
集
落
と
、

深
い
入
り
江
と
遠
浅
の
海
岸
を
漁

場
と
す
る
漁
業
集
落
か
ら
な
る
寒

村
で
、
大
小
数
本
の
河
川
が
海
へ

と
注
ぐ
水
郷
の
里
で
し
た
が
、
住

民
は
度
々
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
巽

川
の
村
名
を
恐
れ
て
「
入
り
川
」

と
書
い
て
「
に
ゅ
う
が
わ
」
と
呼

称
を
改
め
、
延
喜
の
時
代
（
９
０

１
～
９
２
３
年
）
ま
で
そ
の
名
称

を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
も
こ
の
地

域
で
は
水
難
が
続
い
た
た
め
「
入

り
川
」
の
文
字
を
嫌
い
、
朱
色

を
意
味
し
火
で
水
を
乾
か
す
意
味

も
あ
る
「
丹
」
の
字
を
使
っ
た

「
丹
生
川
」
と
改
め
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
伝
承
に
は
別
の
見
方

も
あ
り
、
そ
の
昔
に
古
子
川
上
流

で
は
水
銀
が
採
取
さ
れ
て
お
り
、

水
銀
を
焼
く
と
赤
く
な
る
こ
と
か

ら
「
丹
生
川
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
と
の
説
も
存
在
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、文
和
元
（
１
３
５
２
）

年
に
丹
生
川
浦
の
海
岸
を
埋
め
立

て
た
時
に
、
伊
勢
神
宮
を
勧
請
し

奉
祀
し
ま
し
た
が
、「
丹
生
川
」

の
文
字
は
天あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
御
神
の
御
妹
罔み

ず

象は
の
め
の
か
み

女
神
を
祀
る
「
丹に

う生
川か

わ
か
み上
の
神

社
」
の
社
号
と
一
致
し
て
お
り
、

恐
れ
多
い
と
の
指
摘
に
よ
り
、
こ

の
年
が
「
壬

み
ず
の
え
た
つ

辰
」
に
当
た
る
こ
と

か
ら
「
丹
」
の
文
字
を
「
壬
」
に

置
き
換
え
「
壬
生
川
」
と
し
、

「
に
ゅ
う
が
わ
」
と
読
ま
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
の

呼
び
名
が
６
０
０
年
以
上
続
い
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

■
近
代
の
「
壬
生
川
」

　

明
治
４
年
、
廃
藩
置
県
の
発
令

に
よ
っ
て
松
山
藩
が
松
山
県
と
な

り
、
区
政
が
実
施
さ
れ
て
壬
生
川

地
域
は
第
10
大
区
第
15
小
区
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
11
年
、

郡
区
町
村
編
成
法
が
布
告
さ
れ
、

明
治
13
年
に
壬
生
川
村
・
大
新
田

村
が
連
合
し
て
戸こ

ち
ょ
う長
役
場
を
興
照

寺
に
置
き
、
学
校
や
公
会
堂
な
ど

の
公
共
施
設
の
設
置
を
進
め
ま
し

た
。
明
治
22
年
に
は
明
理
川
村
・

円
海
寺
村
・
喜
多
台
村
・
大
新
田

村
と
合
併
し
壬
生
川
村
と
な
り
、

明
治
34
年
に
町
へ
移
行
し
て
、
次

第
に
商
業
都
市
と
し
て
の
形
態
を

整
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

な
お
、
そ
の
後
の
推
移
と
し
て

は
、
昭
和
46
年
の
壬
生
川
町
と
三

芳
町
の
合
併
に
よ
っ
て
東
予
町
が

発
足
し
、
翌
47
年
に
は
東
予
市
政

を
施
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平

成
16
年
11
月
に
、
西
条
市
・
東
予

市
・
丹
原
町
・
小
松
町
が
合
併
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。

〔
参
考
文
献
〕

○
住
み
よ
い
「
ふ
る
さ
と
」
づ
く

り
先
人
に
学
ぶ
・
そ
の
九
（
東
予

市
壬
生
川
公
民
館
主
事　

玉
井
十

寸
男
著
）
○
壬
生
川
郷
土
史
（
壬

生
川
郷
土
史
研
究
委
員
会
）
○
東

予
市
誌（
東
予
市
誌
編
纂
委
員
会
）

▲旧壬生川町役場跡にある現在の壬生川
　公民館

▲かつて戸長役場が置かれていた興照寺
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■
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

㈱
西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
昨
年
２
月
に
経
済
産
業

省
の
「
低
炭
素
社
会
に
向
け
た
技

術
シ
ー
ズ
発
掘
・
社
会
シ
ス
テ
ム

実
証
モ
デ
ル
事
業
」
の
採
択
を
受

け
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
工
場
排

熱
な
ど
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
活
用
し
た
、
い
ち
ご
の
周
年

栽
培
や
魚
の
陸
上
養
殖
な
ど
の
実

証
実
験
に
、
専
用
プ
ラ
ン
ト
（
西

条
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ラ
ボ
）
を
建

設
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
通
称
「
西
条

ク
ー
ル
・
ア
ー
ス  

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
呼
ん
で
お
り
、
市
か
ら
も

一
定
の
予
算
を
い
た
だ
き
な
が
ら

企
業
・
大
学
・
研
究
機
関
と
連
携

し
た
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
地
球
に
や
さ
し
い
技
術

　

事
業
の
核
と
な
っ
て
い
る
の
が

Ｍ
Ｈ
冷
水
製
造
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
水
素
吸
蔵
合
金

（
Ｍ
Ｈ
）
を
利
用
し
て
、
高
温
・

低
温
両
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
温
度
差
に

よ
り
、
冷
水
を
製
造

す
る
も
の
で
す
。
本

事
業
で
は
、
プ
ラ
ン

ト
の
敷
地
を
お
借
り

し
て
い
る
㈱
ク
ラ
レ

西
条
事
業
所
の
工
場

排
熱
を
高
温
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、
地
下

水
を
低
温
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ン
ト

内
に
設
置
し
た
太
陽

光
発
電
設
備
（
19
・

５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
に
よ
っ
て
、
日

照
時
の
場
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
べ

て
自
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
に
よ
っ
て
、
こ

の
プ
ラ
ン
ト
で
行
っ
て
い
る
い
ち

ご
の
栽
培
や
魚
の
飼
育
に
お
い
て
、

最
も
難
し
い
と
さ
れ
る
夏
期
の
冷

却
と
い
う
温
度
管
理
が
、
ほ
と
ん

ど
電
気
を
使
わ
ず
に
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
新
し
い
産
業
を
西
条
市
か
ら

　

い
ち
ご
の
周
年
栽
培
実
験
で
は

工
場
排
熱
を
ハ
ウ
ス
内
の
暖
房
に

も
利
用
し
て
お
り
、
既
に
収
穫
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
陸
上
養
殖
で
も
幻
の
魚

サ
ツ
キ
マ
ス
の
飼
育
が
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
栽
培
・
飼
育
技
術
と

Ｍ
Ｈ
冷
水
製
造
シ
ス
テ
ム
の
工
業

技
術
を
結
び
つ
け
て
実
用
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
低
環
境
負
荷
で

食
料
生
産
が
可
能
と
な
る
新
し
い

産
業
が
、
世
界
に
先
駆
け
て
西
条

市
に
お
い
て
誕
生
す
る
こ
と
が
大

き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援
センターの運営組織である、㈱西条産業情
報支援センターの愛称です。
　今月は、農商工連携による「西条フード
システムラボ」の完成について、お伝えし
ます。

62

西
条
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ラ
ボ
完
成

〜
低
環
境
負
荷
で
の
食
料
生
産
産
業
の
創
出
を
め
ざ
し
て
〜

▲甘い香りを放ついちごと元気に泳ぐサツキマス

▲ハウス内で元気に育ついちご苗▲場内電力を賄う太陽光発電パネル▲サツキマスを生育する 5ｔ水槽 ▲工場排熱で温水を作る熱交換器
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■
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

　

平
成
21
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
に
お
け
る
税
務
署
で
の
相
談
、

申
告
書
の
受
付
・
納
税
は
、
２
月

16
日
㈫
～
３
月
15
日
㈪
で
す
。

　

還
付
申
告
書
は
平
成
22
年
１
月

１
日
以
降
に
提
出
で
き
ま
す
。

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
（
個
人
事
業
者
）

　

平
成
21
年
分
の
個
人
事
業
者
の

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
申

告
と
納
税
は
、
３
月
31
日
㈬
ま
で

で
す
。

■
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

　

平
成
21
年
１
月
１
日
～
12
月
31

日
の
１
年
間
に
個
人
か
ら
も
ら
っ

た
財
産
の
価
額
が
１
１
０
万
円
を

超
え
る
方
は
、
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成

21
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

は
、
３
月
15
日
㈪
ま
で
で
す
。

■
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申
告
書
作
成

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は

確
定
申
告
書
な
ど
が
簡
単
に
作
成

で
き
、
自
動
計
算
機
能
で
記
載
漏

れ
や
計
算
誤
り
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

URLhttp://w
w

w
.nta.go.jp

■
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

　

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
際
に

使
用
す
る
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
」
の
電
子
証
明
書
は
、
発
行
の

日
か
ら
３
年
間
有
効
で
す
。

　

申
告
等
の
際
は
、
有
効
期
限
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
９
０

19
日　

市
県
民
税
第
４
期
分
、
国

民
健
康
保
険
税
第
７
期
分
の
督

促
状
の
発
送

３
月
１
日　

国
民
健
康
保
険
税
第

８
期
分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
自
治
会
等
で
平
成
21

年
度
中
に
支
払
っ
た
防
犯
灯
の
維

持
費
（
電
気
料
金
）
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
対
象
の
自
治
会
等
は
、
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

２
月
19
日
㈮

■
補
助
対
象

　

自
治
会
等
が
設
置
し
て
電
気
料

金
を
支
払
っ
て
い
る
防
犯
灯
（
公

衆
街
路
灯
）
で
、
広
告
灯
お
よ
び

こ
れ
に
類
す
る
照
明
施
設
を
除
い

た
も
の
。

■
補
助
額　

平
成
21
年
度
中
に
支

払
っ
た
電
気
料
金
の
３
割
以
内

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
に

よ
る
平
成
22
年
度
の
交
通
災
害
共

済
の
加
入
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

簡
単
に
加
入
で
き
て
請
求
手
続

き
も
簡
単
で
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
し
、
万
一
の
交
通
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

■
共
済
期
間　
　

　

平
成
22
年
４
月
１
日
～
平
成
23

年
３
月
31
日
（
年
度
途
中
に
加
入

さ
れ
た
場
合
は
、
掛
金
を
納
め
た

翌
日
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
）

■
掛
金
（
年
間
１
人
当
た
り
）

○
一
般　
　
　
　

７
０
０
円

○
中
学
生
以
下　

３
０
０
円

※
年
度
途
中
に
加
入
し
た
場
合
も

同
額
で
す
。

■
加
入
口
数　

１
人
１
口

■
加
入
資
格　
　

○
西
条
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
を
し
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
方

○
西
条
市
に
居
住
す
る
交
通
災
害

共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
で
、

市
外
に
居
住
し
て
い
る
方

■
加
入
方
法

　

申
込
用
紙
と
掛
金
を
持
っ
て
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を

除
く
）
の
窓
口
で
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
用
紙
の
配
布

○
平
成
21
年
度
の
交
通
災
害
共
済

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
に
は
、

世
帯
全
員
が
加
入
で
き
る
申
込

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。（
た
だ

し
、
世
帯
の
一
部
の
方
が
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
加
入
者
の

み
記
載
し
た
申
込
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
）

○
平
成
21
年
度
は
未
加
入
で
、
平

成
22
年
度
の
交
通
災
害
共
済
に

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
担

当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

確
定
申
告
書
は

自
分
で
作
成
し
て
お
早
め
に
！

２
月
の
市
税
ご
よ
み

防
犯
灯
維
持
費
の
補
助
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付
を

行
い
ま
す

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先
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経
済
的
な
理
由
で
大
学
へ
の
進

学
が
困
難
な
方
に
、
市
で
は
奨
学

資
金
（
入
学
支
度
金
・
修
学
金
）

の
貸
付
を
し
て
い
ま
す
。

※
ほ
か
の
奨
学
金
な
ど
を
受
け
る

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限　

３
月
10
日
㈬

■
貸
付
予
定
人
員

○
入
学
支
度
金　

２
人

○
修
学
金　
　
　

５
人

■
貸
付
対
象
者
の
要
件

入
学
支
度
金

○
修
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
要
件

を
備
え
て
い
る
方
の
親
権
者
ま

た
は
成
年
後
見
人

修
学
金

○
日
本
国
民
で
、
引
き
続
き
３
年

以
上
西
条
市
に
住
所
が
あ
る
方

の
子
弟
で
、
４
年
制
以
上
の
大

学
に
進
学
さ
れ
る
方

○
学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
な
方

○
学
資
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

■
貸
付
額

○
入
学
支
度
金　

30
万
円
以
内

○
修
学
金　

月
額
３
万
円
以
内

■
貸
付
金
返
還

○
貸
付
金
は
無
利
子
で
、
修
学
金

貸
付
期
間
終
了
後
、
１
年
間
据

え
置
か
れ
ま
す
。

○
入
学
支
度
金
は
４
年
間
で
、
半

年
ご
と
に
３
万
７
５
０
０
円
を

償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
修
学
金
は
８
年
間
で
、
半
年
ご

と
に
９
万
円
を
償
還
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課

　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

　

３
月
31
日
㈬
に
確
定
す
る
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
登
録
に
該
当
す
る

方
は
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
資
格

　

平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
、
も
し

く
は
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
、
１
年
に
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
す
る
方

■
縦
覧
期
間

　

２
月
23
日
㈫
～
３
月
９
日
㈫

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所
・
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

　

愛
媛
県
西
条
地
区
工
業
用
水
道

管
理
事
務
所
で
は
、
浄
水
処
理
の

過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
浄
水
場

発
生
土
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
浄
水
場
発
生
土
と
は

○
浄
水
処
理
の
過
程
で
水
中
に
含

ま
れ
る
に
ご
り
の
成
分
を
取
り

出
し
固
め
た
も
の
で
、
有
害
な

成
分
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
保
水
性
と
排
水
性
に
富
み
、
プ

ラ
ン
タ
ー
・
鉢
植
え
、
田
土
や

畑
土
に
使
用
で
き
ま
す
。

○
養
分
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
ほ
か
の
養
土
と
混

合
す
る
こ
と
で
良
質
な
園
芸
用

土
に
な
り
ま
す
。

■
販
売
価
格
（
消
費
税
込
）

　

１
立
方
㍍
当
た
り
１
０
０
円

※
１
立
法
㍍
未
満
は
１
立
方
㍍
と

し
ま
す
。

■
購
入
方
法

　

当
事
務
所
へ
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
愛
媛
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
公
営
企
業
管
理
局
」
の

ペ
ー
ジ
で
、
売
却
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

愛
媛
県
西
条
地
区
工

業
用
水
道
管
理
事
務
所　

管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
７
１
５

URLhttp://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
が
自
動

車
の
運
転
免
許
を
取
得
も
し
く
は

自
身
が
運
転
で
き
る
よ
う
自
動
車

を
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
運
転
免
許
取
得
費
の
助
成

○
障
害
種
別
等

　

種
別
等
級
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
助
成
の
対
象

　

普
通
一
種
免
許
の
取
得
に
係
る

経
費
の
２
分
の
１
以
下
（
限
度
額

10
万
円
）

■
自
動
車
改
造
費
の
助
成

○
障
害
種
別
等

　

上
肢
、
下
肢
、
体
幹
機
能
の
障

害
が
あ
る
方

○
助
成
の
対
象

　

ハ
ン
ド
ル
、
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ

ー
キ
な
ど
、
障
害
者
が
運
転
で
き

る
よ
う
に
改
造
す
る
経
費
（
限
度

額
10
万
円
。
所
得
制
限
あ
り
）

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

大
学
奨
学
資
金
貸
付
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の

運
転
免
許
取
得
費
・
自
動
車
改

造
費
を
助
成
し
ま
す

浄
水
場
発
生
土
を

園
芸
に
利
用
し
ま
せ
ん
か
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

世
帯
内
の
同
じ
医
療
保
険
の
被

保
険
者
全
員
が
、
１
年
間
（
毎
年

８
月
～
翌
年
７
月
）
に
支
払
っ
た

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
額
（
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
を
除
い
た
額
）
を
合

計
し
、
別
表
の
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
、

そ
の
超
え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
医
療
保
険
・
介
護
保
険
い
ず

れ
か
の
自
己
負
担
額
が
０
円
の
場

合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
20
年
４
月
か

ら
開
始
の
た
め
、
平
成
21
年
度
の

申
請
に
限
り
、
平
成
20
年
４
月
～

平
成
21
年
７
月
の
16
カ
月
間
の
自

己
負
担
額
が
別
表
の
カ
ッ
コ
内
の

限
度
額
を
超
え
た
額
と
、
平
成
20

年
８
月
～
平
成
21
年
７
月
の
12
カ

月
間
の
自
己
負
担
額
が
別
表
の
カ

ッ
コ
外
の
限
度
額
を
超
え
た
額
と

を
比
べ
、
多
い
方
の
額
を
支
給
し

ま
す
。

※
限
度
額
を
超
え
た
額
が
５
０
０

円
未
満
の
場
合
は
支
給
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
申
請

　

申
請
先
は
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
で
す
。
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
制
度
以

外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
７
月
31
日
（
支
給
基

準
日
）
現
在
、
国
民
健
康
保
険
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
、
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
に

は
、
通
知
書
が
届
き
ま
す
の
で
、

通
知
書
の
内
容
に
従
っ
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
担
当
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
通
知
書
が
届
か
な
い
方

　

平
成
20
年
４
月
１
日
～
平
成
21

年
７
月
31
日
の
間
に

・
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

・
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
方

・
医
科
・
歯
科
で
の
受
診
が
一
度

も
な
い
方
（
柔
道
整
復
、
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
の
方
）

※
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
加
入
者

は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

・
国
保
係
（
国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

・
医
療
係
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

・
介
護
認
定
給
付
係
（
介
護
保
険

に
つ
い
て
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
２
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
・
福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

愛
媛
労
働
局
で
は
特
定
最
低
賃

金
を
改
正
し
、
平
成
21
年
12
月
25

日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

■
改
正
後
の
特
定
最
低
賃
金

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業

　

１
時
間　

７
６
６
円

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造
業

　

１
時
間　

７
８
１
円

③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間　

７
４
５
円

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業

　

１
時
間　

７
９
０
円

⑤
各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間　

６
９
０
円

※
①
～
⑤
の
労
働
者
と
①
～
③
の

産
業
に
は
特
定
最
低
賃
金
の
適

用
除
外
と
な
る
労
働
者
・
業
種

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
該
当
す
る
場
合
は
愛
媛
県
最

低
賃
金
（
１
時
間
６
３
２
円
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
５

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

０
１
５
１

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
が
始
ま
り
ま
す

特
定
最
低
賃
金
を
改
正
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【
種
別
変
更
の
手
続
き
】

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
厚
生
年

金
・
共
済
組
合
の
加
入
者
（
国
民

年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
）
が
離

職
し
た
場
合
は
、
国
民
年
金
の
第

１
号
ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
の
で
、
種
別
変
更
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
種
別
変
更
の
手
続
方
法

○
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

離
職
し
た
本
人
が
自
営
業
者
、

学
生
、
無
職
等
と
な
る
場
合
は
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
の
担
当

窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
離
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
も
同
様
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

○
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

離
職
し
た
本
人
が
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
す
る
配
偶
者
に

扶
養
さ
れ
る
場
合
は
、
第
３
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
務
所
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
失
業
に
よ
る
保
険
料
免
除
】

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
保
険
料

を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
で

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
４

分
の
１
納
付
、
半
額
納
付
、
４
分

の
３
納
付
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
の
承
認
は
被
保
険
者
・
配

偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
を
基

準
に
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
失

業
等
で
現
在
収
入
が
な
い
方
は
、

特
例
で
免
除
が
認
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
担
当
窓

口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は

将
来
受
け
る
年
金
の
受
給
資
格
期

間
（
25
年
）
に
算
入
さ
れ
、
年
金

額
に
も
一
定
の
割
合
で
算
入
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
免
除
の
手
続
方
法

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
失
業
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
等
を
持
っ
て
、

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
の
担
当

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

会
社
等
を
離
職
さ
れ
た
方
の

国
民
年
金
の
手
続
方
法

　平成21年中は前年に比べて、出場
件数が76件減少、搬送人員が94人減
少しました。
　過去５カ年の救急統計では年々救
急件数の増加が続いていましたが、
前年と比較して減少する結果となり
ました。今後も引き続き、救急車の
正しい利用に、ご理解・ご協力をお
願いいたします。

　平成21年中の火災件数は32件で、
前年に比べて10件（24％）減少しま
した。出火原因の第１位は「放火」
３件、「たき火」３件、「排気管」
３件でした。
　皆さんの命を守るため、住宅用火
災警報器を設置するとともに、火災
を未然に防ぐため、火の取り扱いに
細心の注意を払いましょう。

１日の平均出場件数
その他
急病
自損行為
加害
一般負傷
運動競技事故
労働災害事故
交通事故
水難事故
自然災害事故
火災
合　計

出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員

１件平均損害額
１カ月平均火災件数

死傷者

焼損面積
（建物）

焼損面積（林野）

り災世帯数
焼損棟数

その他の火災

船舶火災

車両火災

林野火災

建物火災

合　計 件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

床面積
表面積

死　者
傷　者

区　　　分 平成21年　(Ａ)

平成21年　(Ａ) 平成20年　(Ｂ)

平成20年　(Ｂ) 前年との比較 (Ａ－Ｂ)

前年との比較 (Ａ－Ｂ)
区　　　分

平成21年の出場件数・搬送人員と前年との比較

平成21年の火災と前年との比較

３２件

２４件

０件

５件

０件

３件

８０，６９１千円

６６，９１１千円

０千円

１３，３４３千円

０千円

４３７千円
３５棟
１４世帯

１，６０９㎡
１８㎡
０ａ
２人
２人

２．７件

４２件

２２件

１件

２件

０件

１７件

３１棟

１，５４０㎡
９１㎡
０ａ
２人
８人

３．５件
２，５２２千円

９４，１９１千円

９４，０２３千円

１０千円

９７千円

０千円

６１千円

２５世帯

２，２４３千円

△ ７６件 △ ９４人
△ ５件 △ ７人
０件 ０人
３件 ３人

△ ２８件 △ ２１人
△ １５件 △ １５人
△ ４件 △ ３人

△ ６４件 △ ５４人
３件 ３人

△ ３件 △ ９人
△ ５件 △ ３１人
４２件 ４０人

△ １０件

２件

△ １件

３件

０件

△ １４件

△ １３，５００千円

△ ２７，１１２千円

△ １０千円

１３，２４６千円

０千円

３７６千円
４棟

△ １１世帯
６９㎡

△ ７３㎡
０ａ
０人

△ ６人
△ ０．８件
２７９千円

△は減少

△は減少

４,０９６件 ３,９５３人
２件 １人
０件 ０人
５件 ４人

５３３件 ６２２人
４７件 ４３人
２６件 ２７人

５５５件 ５４４人
２６件 ２３人
５０件 ３０人

２,２９５件 ２,１４５人
５５７件 ５１４人

４,０４７人
８人
０人
１人

６４３人
５８人
３０人

５９８人
２０人
３９人

２,１７６人
４７４人

１１.２件

４,１７２件
７件
０件
２件

５６１件
６２件
３０件

６１９件
２３件
５３件

２,３００件
５１５件
１１.４件

出火件数 　      32件
損 害 額 　80,691千円

出場件数　　4,096件
１日当たり　 11.2件
搬送人員　　3,953人
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■
日
時　

２
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
17
時

■
場
所

　

総
合
科
学
博
物
館
（
新
居
浜
市
）

■
内
容

　

血
管
年
齢
を
測
る
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
工
作

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
科
学
技
術
と
自

然
科
学
を
楽
し
む
企
画
が
満
載
。

　

会
津
磐ば

ん
だ
い
さ
ん

梯
山
を
踊
る
人
間
型
ロ

ボ
ッ
ト
や
、「
世
界
一
い
や
し
効

果
の
高
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
し
て
ギ

ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る

ア
ザ
ラ
シ
型
ロ
ボ
ッ
ト
は
必
見
。

■
入
場
料
金　

無
料

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
０

－
４
１
０
０

■
日
時
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

○
初
級
（
計
７
回
）

　

２
月
24
日
㈬
～
３
月
４
日
㈭

　

10
時
～
12
時

○
中
級
（
計
７
回
）

　

３
月
８
日
㈪
～
16
日
㈫

　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

ワ
ー
ド
２
０
０
３
を
使

っ
た
文
書
作
成
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員　

初
級
20
人
、
中
級
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

■
テ
キ
ス
ト
代

○
初
級　

１
０
５
０
円

○
中
級　

１
５
７
５
円

■
申
込
期
限　

２
月
12
日
㈮

■
申
込
先　

㈱
西
条
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
Ｖ
Ｂ
Ａ
を
学
ぶ　

ア
ク
セ
ス
応

用
操
作

　

３
月
２
日
㈫
・
３
日
㈬

　

申
込
期
限
…
２
月
16
日
㈫

○
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
＆
ワ
ー
ド
基
本

操
作

　

３
月
６
日
㈯

　

申
込
期
限
…
２
月
19
日
㈮

○
Ｖ
Ｂ
Ａ
を
学
ぶ　

エ
ク
セ
ル
応

用
操
作

　

３
月
９
日
㈫
・
10
日
㈬

　

申
込
期
限
…
２
月
23
日
㈫

○
ア
ク
セ
ス
実
務
操
作

　

３
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯

　

申
込
期
限
…
２
月
26
日
㈮

■
問
合
せ

　

各
講
座
は
受
講
料
等
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
東
予
産
業
創
造
セ

ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

URLh
ttp

://w
w

w
.ticc-eh

im
e.

or.jp/

産
総
研
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
０

え
ひ
め

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座
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知
的
財
産
制
度
の
基
本
や
知
的

財
産
を
経
営
に
活
か
し
て
い
く
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
、
豊
富
な

事
例
と
と
も
に
紹
介
す
る
説
明
・

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
知
的
財
産
制
度
説
明
会
】

■
日
時　

２
月
８
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
50
分

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

80
人

■
講
演
内
容
①

○
演
題　

知
的
財
産
制
度
の
概
要

と
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
向
け
支
援
施
策

○
講
師　

特
許
庁
総
務
部
普
及
支

援
課
主
任
産
業
財
産
専
門

官　

長
澤
篤
氏

■
講
演
内
容
②

○
演
題　

研
究
開
発
と
知
的
財
産

―

特
許
と
実
用
新
案
の
基

礎
知
識―

○
講
師　

小
池
国
際
特
許
事
務
所

　
　
　
　

所
長　

小
池
晃
氏

■
講
演
内
容
③

○
演
題　

商
品
力
・
企
業
力
ア
ッ

プ
の
た
め
の
商
標
権
・
意

匠
権

○
講
師　

森
特
許
事
務
所

　
　
　
　

所
長　

森
寿
夫
氏

【
知
的
財
産
戦
略
研
修
会
】

■
日
時　

２
月
25
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
50
分

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

80
人

■
講
演
内
容
①

○
演
題　

中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
お
け
る
知
的
財
産
戦

略

○
講
師　

内
田
鮫
島
法
律
事
務
所

　
　
　
　

代
表　

鮫
島
正
洋
氏

■
講
演
内
容
②

○
演
題　

中
小
企
業
に
お
け
る
知

的
財
産
の
活
用
方
法

○
講
師　

㈱
シ
ー
ド
代
表
取
締
役

社
長　

西
岡
靖
博
氏

■
講
演
内
容
③

○
演
題　

経
営
課
題
に
応
え
る
知

的
財
産
活
動
の
あ
り
方　
―

中
小
企
業
の
事
例
を
通

し
て―

○
講
師　

土
生
特
許
事
務
所

　
　
　
　

所
長　

土
生
哲
也
氏

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
本
館
産
業
振
興
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

■
日
時

　

２
月
21
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
大
会
議
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
の
講
習

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

　

消
防
署
で
は
消
火
訓
練
用
と
し

て
、
消
火
薬
剤
の
代
わ
り
に
水
が

入
っ
て
い
る
消
火
器
や
、
光
セ
ン

サ
ー
で
消
火
の
効
果
が
確
認
で
き

る
器
材
等
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
た
め
、
自
治
会
や
事
業
所
な

ど
で
、
正
し
い
消
火
器
の
使
用
方

法
と
初
期
消
火
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
一
度
で
も
体
験
し

て
い
れ
ば
心
強
い
も
の
で
す
。

■
申
込
先

○
東
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

知
財
先
進
都
市
支
援
事
業

知
的
財
産
を
経
営
に
活
か
そ
う

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
を

実
施
し
ま
せ
ん
か
！

●日時　２月26日㈮　10時～13時
●内容　地元食材をふんだんに使って、簡単でお
　　　いしいイタリアンを３種類作ります。
●講師　イートハウスマルブン　真鍋　明氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　●申込期限　２月19日㈮

【臨時休館】　２月８日㈪・22日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　２月27日㈯　10時～13時
●内容　いちごを使って、いちごのタルトレット
　　　&冷菓を作ります。
●講師　福島明美氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　●申込期限　２月20日㈯
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■
日
時

　

２
月
24
日
㈬　

９
時
～
16
時

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室
、

視
聴
覚
室
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

育
児
の
援
助
に
つ
い
て

必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
習

■
対
象

　

セ
ン
タ
ー
の
提
供
会
員
（
育
児

の
援
助
を
行
う
人
）
と
し
て
活
動

を
希
望
す
る
20
歳
以
上
の
方

■
申
込
期
限　

２
月
17
日
㈬

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

内　

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
６
６
６

※
講
習
中
の
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
提
供
会
員
募
集
中
】

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
す
る

人
・
さ
れ
る
人
で
助
け
合
う
会
員

組
織
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
預

か
っ
て
育
児
を
援
助
す
る
「
提
供

会
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
当
講

習
会
を
受
講
い
た
だ
き
、
活
動
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

定
時
制
課
程
は
中
学
校
を
卒
業

し
た
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
に
制
限

な
く
誰
で
も
出
願
で
き
ま
す
。

■
１
次
募
集

○
出
願
期
間

　

２
月
18
日
㈭
～
24
日
㈬
正
午

○
必
要
書
類

　

入
学
願
書
、
報
告
書
（
出
身
中

学
校
の
先
生
と
相
談
の
上
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

○
学
力
検
査

　

３
月
10
日
㈬
・
11
日
㈭

■
２
次
募
集

○
出
願
期
間

　

３
月
19
日
㈮
～
29
日
㈪
正
午

○
必
要
書
類　

１
次
募
集
と
同
じ

○
学
力
検
査　

４
月
２
日
㈮

■
編
入
学

○
関
係
書
類

　

学
校
へ
直
接
出
向
い
て
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
書
類
の
提
出
期
限

　

３
月
17
日
㈬　

16
時

○
学
力
検
査　

３
月
24
日
㈬

■
問
合
せ　

西
条
高
校
定
時
制

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
０
３
０

■
募
集
学
科
・
取
得
可
能
資
格

本
科
（
２
年
課
程
）

○
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科

　

介
護
福
祉
士
、
栄
養
士
、
栄
養

教
諭
二
種
、
製
菓
衛
生
師

○
幼
児
教
育
学
科

　

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
二
種

別
科
（
１
年
課
程
）

○
調
理
専
修　

調
理
師

○
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
修

　

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
等

■
応
募
資
格
・
募
集
人
員

○
本
科　

平
成
22
年
４
月
１
日
現

在
で
20
歳
以
上
の
大
学
受
験
資

格
を
有
す
る
方
（
各
科
30
人
）

○
別
科　

高
校
を
卒
業
し
た
方
、

平
成
22
年
３
月
に
高
校
を
卒
業

見
込
み
の
方
（
各
科
30
人
）

■
授
業
料

○
本
科　

入
学
金
24
万
円
の
半
額

免
除
、
２
年
間
で
40
万
円
の
奨

学
金
一
律
支
給
（
返
済
不
要
）

○
別
科　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
は
必
要
）

■
試
験
日　

３
月
７
日
㈰

■
出
願
期
間

　

２
月
15
日
㈪
～
３
月
４
日
㈭

■
問
合
せ

　

今
治
明
徳
短
期
大
学　

入
試
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

２
２

－

７
２
７
９

■
募
集
学
科
・
訓
練
期
間
・
内
容

○
短
期
課
程
（
溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア

科
）

　

平
成
22
年
４
月
～
23
年
３
月

　

溶
接
技
術
者
の
養
成

○
若
年
者
訓
練
（
電
気
工
事
士
養

成
コ
ー
ス
）

　

平
成
22
年
３
月
～
11
月

　

第
一
種
電
気
工
事
士
の
養
成

■
入
校
資
格　

学
歴
不
問
（
若
年

者
訓
練
は
お
お
む
ね
40
歳
以
下
）

■
受
付
期
間
・
入
校
選
考
日

○
短
期
課
程
（
定
員
20
人
）

　

受
付
期
間
…
２
月
26
日
㈮
ま
で

　

選
考
日
…
３
月
５
日
㈮

○
若
年
者
訓
練
（
定
員
10
人
）

　

受
付
期
間
…
２
月
10
日
㈬

　

選
考
日
…
２
月
16
日
㈫

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
初
級
講
習
会

県
立
西
条
高
等
学
校

定
時
制
課
程
の
入
学
生
募
集

資
格
取
得
を
め
ざ
す
社
会
人
学

生
募
集
（
今
治
明
徳
短
大
）

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集
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松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

で
は
、
10
代
か
ら
60
代
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
の
生
徒
約
７
０
０
人
が

勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

レ
ポ
ー
ト
学
習
（
自
宅
で
の
学

習
）、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
学
校
で

の
学
習
）
を
行
い
、
単
位
修
得
な

ど
の
必
要
条
件
を
満
た
せ
ば
、
全

日
制
や
定
時
制
と
同
じ
高
等
学
校

卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

■
入
学
資
格

○
中
学
校
を
卒
業
し
た
方

○
平
成
22
年
３
月
に
中
学
校
を
卒

業
見
込
み
の
方
、
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
前
期
課
程
修
了
見
込

み
の
方

○
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

○
高
校
を
中
途
退
学
し
た
方

■
出
願
期
間

○
新
入
学
（
第
１
次
）

　

２
月
12
日
㈮
～
３
月
４
日
㈭

○
新
入
学
（
第
２
次
）

　

３
月
12
日
㈮
～
４
月
５
日
㈪

○
編
入
学

　

２
月
12
日
㈮
～
３
月
19
日
㈮

※
入
学
は
書
類
・
面
接
で
決
定
。

■
問
合
せ

　

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
５

－

０
１
３
１

　

地
元
青
年
農
業
者
と
の
交
流
を

目
的
と
し
た
体
験
交
流
型
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
農
業
に
興
味

の
あ
る
女
性
の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
21
日
㈰

　
　
　
　

12
時
30
分
～
20
時

■
内
容　

イ
チ
ゴ
の
収
穫
体
験
、

多
肉
植
物
の
寄
植
え
体
験
、
懇
親

会
を
市
内
で
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
の
独
身
女
性

■
定
員　

15
人
程
度

■
参
加
費　

１
５
０
０
円

■
募
集
期
間　

２
月
10
日
㈬
ま
で

■
申
込
先

　

東
予
地
方
局
（
西
条
第
２
庁
舎
）

産
業
振
興
課　

新
居
地
域
担
当
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

７
３
２
２

　

西
条
福
祉
園
で
は
、
障
害
者
の

就
労
意
欲
を
高
め
、
就
労
移
行
へ

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
日
中

活
動
サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
作
業
内
容

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
製
造
、

軽
作
業
、
農
業
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
の
製
造
な
ど

■
対
象

　

知
的
障
害
者
で
、
自
立
更
生
を

め
ざ
す
方

■
募
集
人
数　

30
人

■
応
募
方
法

　

２
月
１
日
㈪
～
３
月
１
日
㈪
の

間
（
平
日
）
に
、
西
条
福
祉
園
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
知
的
障
害
者
入
所
授
産
施
設

　

西
条
福
祉
園

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

５
１
４
１

※
西
条
福
祉
園
は
、
３
月
上
旬
に

丹
原
町
高
松
へ
新
築
移
転
す
る

予
定
で
す
。

県
立
松
山
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程
の
生
徒
募
集

障
害
者
支
援
施
設

利
用
者
募
集

　西条市と総合地球環境学研究所では「西条市地下水の
健康診断」として、市内の家庭で使用されている地下水
の調査を行い、様々な水質項目の地図を作成します。
　この調査に、ご協力いただけるご家庭を募集します。
調査は1,000カ所の地下水を採水して行います。多くの
方のご協力をお願いいたします。
※飲料試験（飲んで良いか悪いか）の調査ではありません。

■調査の目的
　地下水を将来にわたって保全するには、その水質を市
全体で調査し、高い精度で分析する必要があります。
　人工衛星で地球の姿を詳細に捉えることはできますが
地下水の姿は未知の世界です。地下水の水質地図を市民
の皆さんと一緒に作ることによって、西条市の地下水の
姿が少しずつ見えてくると期待しています。
　西条の水がいつまでも健康でいられるように、その出
発点を作っていくのが、この調査の目的です。

■応募方法
　２月26日㈮までに環境衛生課へご連絡ください。後日
採水方法などを応募者にお知らせします。

■応募先　市庁舎別館環境衛生課　環境計画係
　　　　　℡0897－52－1221
　　　　　Eﾒｰﾙ kankyoeisei@saijo-city.jp

西条市･総合地球環境学研究所  水の総合的な研究

ふ
る
さ
と
体
験
交
流
会

女
性
参
加
者
募
集

石鎚ふれあいの里の
利用予約方法が変わります
利用日６カ月前の同日から予約が可能に！
　石鎚ふれあいの里の利用予約が、利用日６カ月前の
同日からできるようになりました。（予約例：平成22
年８月１日利用の場合、同年２月１日から予約可能）
　宿泊などの施設利用を予定されている方は、石鎚ふ
れあいの里へお電話ください。
※予約受付は「電話のみ」とさせていただきます。
■申込先　石鎚ふれあいの里　
　　　　　℡0897－59－0203（受付：９時～18時）

　加茂川橋を石鎚登山ロ
ープウェイ方面へ、黒瀬
ダムを過ぎた川沿いに石
鎚ふれあいの里がありま
す。自然体験を科学する
石鎚ふれあいの里を、ぜ
ひご利用ください。
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平
成
22
年
度
の
入
会
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
仕
事

な
ど
で
昼
間
に
保
護
者
が
い
な
い

家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、
家
庭
的

な
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
遊
び

や
集
団
生
活
を
通
し
て
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
児
童

　

保
護
者
（
同
居
し
て
い
る
65
歳

未
満
の
祖
父
母
を
含
む
）
が
労
働

な
ど
で
昼
間
不
在
と
な
る
、
小
学

１
～
３
年
生
の
児
童

■
実
施
時
間

○
小
学
校
の
授
業
日

　

放
課
後
～
18
時

○
小
学
校
の
休
業
日

　

８
時
30
分
～
18
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

年
始
な
ど
は
お
休
み
し
ま
す
。

■
利
用
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教

材
な
ど
の
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

２
月
26
日
㈮
ま
で
に
、
左
表
の

児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
担
当
課
へ
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
提
出
場
所
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

働
く
指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が

不
足
し
た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て

勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象　

原
則
と
し
て
保
育
士
資

格
ま
た
は
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

■
勤
務
時
間

○
小
学
校
の
授
業
日

　

放
課
後
～
18
時

○
小
学
校
の
休
業
日

　

８
時
30
分
～
18
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

年
始
な
ど
は
除
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

履
歴
書
、
保
育
士
証
ま
た
は
教

諭
免
許
状
の
写
し
（
資
格
を
持
っ

て
い
る
方
）
を
提
出
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。（
登
録
の
際
に

面
接
を
行
い
ま
す
。
勤
務
時
間
や

勤
務
場
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時

に
希
望
を
お
伺
い
し
ま
す
）

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　市では「広報さいじょう」平成22年５月号から23年４月号に掲載する
有料広告と、市ホームページに平成22年４月から23年３月まで掲載する
有料バナー広告を、２月１日㈪から募集します。
　詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、総務課広報情報係へ
お問い合わせください。

応募先：市庁舎本館総務課
　　　　広報情報係
　　　　℡0897－52－1204

広報さいじょう ホームページ

掲載位置

金　額

大きさ

枠　数 ４枠

１枠　１カ月３万円

裏表紙下段（カラー刷り） 裏表紙裏面下段（カラー刷り）

１枠　１カ月２万円 １枠　１カ月２万円

トップページ右側

２枠 ７枠

縦50ミリ×横86ミリ 縦50ミリ×横86ミリ 縦63ピクセル×横150ピクセル
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【開館時間】９時～17時
【２月休館日】月曜日、12日㈮

●南北朝時代の西條・伊予の史跡展
　湯築城跡から出土した中世の茶
の湯に関する土器を中心に、現在
市内で開催されている陶芸教室の
茶の湯に関する作品を展示。
　戦乱や飢餓、暴力的収奪行為な
どに直面した時代に安穏な生活を維持しようとした願いは
切実でした。展示物を通じて、経済・文化・宗教など都市
と農村集落との多様な結びつきを考えてみましょう。
期間　２月27日㈯まで

●館蔵品展（富嶽三十六景）
　先月に引き続き、当館所蔵の富嶽三十六景（レプリカ）
をすべて展示。　期間　２月14日㈰まで
●染め紙・和紙人形教室の作品展
　一閑張り、椅子、箱、小物入れ、マガジンラック、源氏
物語の人形などの和紙作品を展示。
期間　２月２日㈫～27日㈯
●周桑・西条ふるさとこみち展
　周桑・西条地区に残る社寺・名木・石碑・仏像・古戦場
などを写真と資料で紹介。
期間　２月20日㈯～３月30日㈫
●和紙あんどん作り教室生募集
　本市特産の手すき和紙を用いて、柔らかい光を放つあん
どんを作ります。
日時　３月４日㈭・９日㈫・12日㈮　10時～12時
定員　10人（先着順）　　材料費　2,500円程度
申込期限　２月20日㈯

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【２月休館日】月曜日、12日㈮

●彫塑展
　彫刻家として活躍中の近藤哲夫さんと、そのグループの
皆さんによる作品展。彫刻・書などを間近でご鑑賞くださ
い。　期間　２月６日㈯～20日㈯
●絵画展（前期）
　おりづる水墨画教室・田野洋画教室の皆さんによる作品
を展示。　期間　２月23日㈫～３月７日㈰

【開館時間】８時30分～17時
【２月休館日】月曜日、11日㈭

【開館時間】９時～17時30分　
【２月休館日】水曜日、４日㈭～９日㈫、12日㈮、28日㈰

●常設展示　篤山先生の教育と小松の文化財
　郷土資料室の収蔵資料から選んだ篤山先生の教育関係資
料と、小松地区の西条市指定文化財を公開。　
期間　３月30日㈫まで

●遊牧民族が紡いだ織物　キリム＆ギャベ展
　先月に引き続き、中東の織物
「キリム」や「ギャベ」を中心
に、タペストリー、ストール、
バッグなどを展示・販売。　
期間　２月28日㈰まで
●雛人形・郷土玩具展
　全国各地の雛人形・伝統的郷土玩具30余種60点のほか、
古代雛・型絵染なども展示。
期間　２月18日㈭～４月４日㈰

【開館時間】９時～16時30分
【２月休館日】月曜日、12日㈮

郷土の名曲「西条囃子」を西条図書館で鑑賞できます
　西条囃子（日本民謡によるラプソディ第
６番「西条囃子」）は、今から30余年前に
西条小学校リード合奏団が演奏し、全国学
校合奏コンクールや西日本優秀校発表大会
で優秀な成績を収めた郷土の名曲で、「だ
んじり・お山の水・伊勢音頭」の三部で構成されています。
　この曲を録音したレコード等が、当時の指導者である桑原
政春さん（大町）から寄贈され、西条図書館の視聴覚ブース
で鑑賞することができますので、ぜひお聴きください。
■問合せ　西条図書館　℡0897－56－2668

主催・問合せ　愛媛小松つばき会　℡0898－72－2631

同時開催

　椿に関するグッズの展示
　　場所：椿交流館まちづくり展示コーナー
　椿生け花展　
　　場所：オアシス館３階ロビー
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【開館時間】９時～17時
【２月休館日】月曜日、12日㈮

●南北朝時代の西條・伊予の史跡展
　湯築城跡から出土した中世の茶
の湯に関する土器を中心に、現在
市内で開催されている陶芸教室の
茶の湯に関する作品を展示。
　戦乱や飢餓、暴力的収奪行為な
どに直面した時代に安穏な生活を維持しようとした願いは
切実でした。展示物を通じて、経済・文化・宗教など都市
と農村集落との多様な結びつきを考えてみましょう。
期間　２月27日㈯まで

●館蔵品展（富嶽三十六景）
　先月に引き続き、当館所蔵の富嶽三十六景（レプリカ）
をすべて展示。　期間　２月14日㈰まで
●染め紙・和紙人形教室の作品展
　一閑張り、椅子、箱、小物入れ、マガジンラック、源氏
物語の人形などの和紙作品を展示。
期間　２月２日㈫～27日㈯
●周桑・西条ふるさとこみち展
　周桑・西条地区に残る社寺・名木・石碑・仏像・古戦場
などを写真と資料で紹介。
期間　２月20日㈯～３月30日㈫
●和紙あんどん作り教室生募集
　本市特産の手すき和紙を用いて、柔らかい光を放つあん
どんを作ります。
日時　３月４日㈭・９日㈫・12日㈮　10時～12時
定員　10人（先着順）　　材料費　2,500円程度
申込期限　２月20日㈯

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【２月休館日】月曜日、12日㈮

●彫塑展
　彫刻家として活躍中の近藤哲夫さんと、そのグループの
皆さんによる作品展。彫刻・書などを間近でご鑑賞くださ
い。　期間　２月６日㈯～20日㈯
●絵画展（前期）
　おりづる水墨画教室・田野洋画教室の皆さんによる作品
を展示。　期間　２月23日㈫～３月７日㈰

【開館時間】８時30分～17時
【２月休館日】月曜日、11日㈭

【開館時間】９時～17時30分　
【２月休館日】水曜日、４日㈭～９日㈫、12日㈮、28日㈰

●常設展示　篤山先生の教育と小松の文化財
　郷土資料室の収蔵資料から選んだ篤山先生の教育関係資
料と、小松地区の西条市指定文化財を公開。　
期間　３月30日㈫まで

●遊牧民族が紡いだ織物　キリム＆ギャベ展
　先月に引き続き、中東の織物
「キリム」や「ギャベ」を中心
に、タペストリー、ストール、
バッグなどを展示・販売。　
期間　２月28日㈰まで
●雛人形・郷土玩具展
　全国各地の雛人形・伝統的郷土玩具30余種60点のほか、
古代雛・型絵染なども展示。
期間　２月18日㈭～４月４日㈰

【開館時間】９時～16時30分
【２月休館日】月曜日、12日㈮

郷土の名曲「西条囃子」を西条図書館で鑑賞できます
　西条囃子（日本民謡によるラプソディ第
６番「西条囃子」）は、今から30余年前に
西条小学校リード合奏団が演奏し、全国学
校合奏コンクールや西日本優秀校発表大会
で優秀な成績を収めた郷土の名曲で、「だ
んじり・お山の水・伊勢音頭」の三部で構成されています。
　この曲を録音したレコード等が、当時の指導者である桑原
政春さん（大町）から寄贈され、西条図書館の視聴覚ブース
で鑑賞することができますので、ぜひお聴きください。
■問合せ　西条図書館　℡0897－56－2668

主催・問合せ　愛媛小松つばき会　℡0898－72－2631

同時開催

　椿に関するグッズの展示
　　場所：椿交流館まちづくり展示コーナー
　椿生け花展　
　　場所：オアシス館３階ロビー

●市内小・中学生無料開放日
日時　２月６日㈯・13日㈯ 　10時～12時
●無料クロール教室
日時　２月27日㈯ 　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターを設置しています
　使用料等はお問い合わせください。

【開館時間】10時～21時
【２月休館日】月曜日

こ ど も の 国
明屋敷131－2　　℡0897－56－8115

【開館時間】８時30分～17時
【２月休館日】月曜日、12日㈮

ピノキオのぼうけん～星からのおくりもの～
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
○第２・４土曜日は、10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

▼　プラネタリウム情報　▼

【開館時間】９時～17時　
【２月休館日】月曜日、12日㈮

●西條誌に見られる加茂川沿いの風景絵図
　江戸時代末期、西條藩主・松平頼学の命によって作成さ
れた郷土誌「西條誌」の挿絵図から、加茂川沿いの風景絵
図を展示。江戸時代と現在の風景を比べてみてください。
期間　２月２日㈫～28日㈰

こどもの国　２月の行事予定表　　　定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。
行事・教室名 日　　時 備　　　　考行事・教室名 日　　時 備　　　　考

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡しには
３週間ほどかかります。

小学２～６年生　定員：10人
必要な物：絵の具道具

６日㈯
①10：00～12：00
②13：30～15：30

七宝焼教室

絵画教室

７日㈰
10：00～12：00

小学４～６年生
定員：10人将棋教室 13日㈯

13：30～15：00

小学生　定員：30人五色百人一首で遊ぼう 14日㈰
14：00～15：00

楽しい英語絵本の
読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

ストーリーテリング

おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

毎週土・日曜日
14：00～14：30

工作教室
ひなかざり作り

21日㈰
10：00～12：00

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：100円

５歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：16人　材料費：250円
必要な物：エプロン

染め物教室 11日㈭
13：30～15：30

楽しい電子工作
電子楽器を作って調律しよう

20日㈯
13：30～15：30

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：500円
※作品のお渡しには１週間
　ほどかかります。

ポーセラーツ
～オリジナルのもようの
　　マグカップを作ろう～

28日㈰
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小・中学生　定員：10人
材料費：170円

木彫教室
消しゴムはんこ作り

13日㈯・27日㈯
13：30～15：30

小学３年生～中学生
定員：10人　材料費：100円

作って遊ぼう！グラスアート
バレンタインのオーナメント

イラスト教室

７日㈰
13：30～15：30

20日㈯
10：00～12：00

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：500円

楽しい電子工作
フラッシュライト

14日㈰
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

囲碁教室 ７日㈰
13：30～15：00

小・中学生　定員：10人

●岡村昭夫写真展「庭の花（四季）」
期間　２月24日㈬～３月５日㈮　9時～17時

●木工ろくろで「花びん」を作ってみませんか！
　日程など詳しくは、お問い合わせください。
定員　５人　　材料費　700円
●木工創作教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　２月13日㈯・27日㈯　13時～16時
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　２月６日㈯・20日㈯　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　２月10日㈬・24日㈬　13時～15時
対象　40歳以上の初心者
●グループどんぐり油絵作品展
期間　２月２日㈫～24日㈬

【開館時間】９時～22時
【２月休館日】月曜日、12日㈮

●和紙と遊ぶちぎり絵展
　市内在住の渡辺美知枝さんと生徒
の皆さんによる作品展。
　東予郷土館ちぎり絵教室で、和紙
が持つ魅力・温かさ・やさしさに触
れ、和紙と会話しながら作品作りに
励んでいます。
　ぜひご覧ください。 
期間　２月１日㈪～28日㈰　　場所　椿交流館

【開館時間】オアシス：９時～18時
　　　　　　　　　　　（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【２月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日
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●リトミック（要申込）
　２月10日㈬　①10時～10時30分　②10時45分～11時15分
　①対象：１歳６カ月～２歳未満の幼児と保護者　定員：10組
　②対象：２歳以上の幼児と保護者　定員：10組
●バレンタインケース作り（要申込）
　２月13日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児、小学生　　定員：20人
　内容：かわいくアレンジしたクッキー
　　　　を、手作りのすてきなケースに
　　　　入れてプレゼントしよう♪
●ゲーム遊び（要申込）
　２月13日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人

●茶道クラブ
　２月13日㈯　10時～12時　　対象：幼児、小学生
●バレンタインチョコ作り（要申込）
　２月13日㈯　13時～15時
　対象：小学生　　定員：10人　　参加費：100円
●リズム教室
　２月20日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●人形劇
　２月27日㈯　13時30分～14時30分　　対象：幼児、小学生
　内容：「ごんべ劇団」による人形劇です。

【開館時間】８時30分～17時　【２月休館日】月曜日、11日㈭
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【２月休館日】
　西条図書館：28日㈰
　東予図書館：月曜日、12日㈮、28日㈰
　丹原図書館：金曜日、15日㈪～21日㈰、28日㈰
　小松温芳図書館：水曜日、４日㈭～９日㈫、12日㈮、28日㈰

▼西条図書館イベント案内　申込先：西条図書館
●文学講座「古典文学～源氏物語～」
　２月２日㈫　10時～11時30分　　定員：50人
　講師：県生涯学習推進講師　藤田道也氏
●歴史講座「ふるさと探訪講座」
　２月27日㈯　14時～15時30分　　定員：50人
　テーマ：小松の椿と風土
　講師：郷土史家　黒川雅子氏
　※３月上旬に「椿巡り」を予定しています。
●読書会（輪読会）
　２月13日㈯　13時30分～15時　　定員：20人
●ぴょんぴょんお話会
　２月13日㈯　15時～16時　　対象：幼児
●ぴよぴよお話会
　２月17日㈬　10時～10時30分、10時30分～11時
　対象：０歳児以上

●５日・19日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～16：00
●12日・26日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：40
●６日・20日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：30
西条西中学校　　　　　10：50～11：20
東予西中学校　　　　　13：00～13：30
河北中学校　　　　　　13：40～14：10
丹原西中学校　　　　　14：50～15：20
●13日・27日（土曜日）
楠河小学校　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井小学校　　　　　　14：30～15：00
●７日・21日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：30
舟形バス停横　　　　　11：40～12：10

●８日・22日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
周桑病院　　　　　　　11：00～11：40
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●２日・16日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：40～13：10
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～14：00
伊曽乃神社鳥居前　　　14：10～14：50
●10日・24日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
大町公民館　　　　　　15：40～16：20
●３日・17日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
小松農村環境改善センター　15：40～16：20
●11日・25日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡小学校　　　　　　15：00～15：30

●リトミック（要申込）
　２月６日㈯　10時30分～11時　
　対象：２・３歳児親子　　定員：10組
●こども映画会「スポンジ・ボブ」
　２月６日㈯　13時30分～15時
●バレンタインチョコ作り（要申込）
　２月13日㈯　13時30分～14時30分
　対象：小学生　　定員：10人　　参加費：100円

●バレンタインデーチョコ作り（要申込）
　２月13日㈯　10時～12時
　対象：小学生　　定員：20人　　参加費：100円
●わんぱく広場「なわとび大会」（要申込）
　２月20日㈯　10時～11時30分　対象：小学生　定員：20人　
　内容：時間や技で競い、各種目のチャンピオンを決めます。
●わんぱく広場「おひなさま作り」（要申込）
　２月27日㈯　10時～11時　対象：幼児、小学生　定員：30人
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水 菜
　

水
菜
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
に
属
す
る
日
本

特
産
の
野
菜
で
す
。
京
都
で
は
古
く
か

ら
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
別
名
「
京
菜
」

と
も
呼
ば
れ
る
な
ど
、
京
の
伝
統
野
菜

の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

葉
に
は
細
か
い
切
れ
込
み
が
あ
り
、

葉
の
緑
色
と
軸
の
白
色
の
鮮
や
か
な
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
特
徴
で
、
見
た
目
に
も

非
常
に
き
れ
い
で
す
。
ま
た
、
特
有
の

香
り
や
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
歯
切
れ

の
良
さ
か
ら
、
最
近
で
は
鍋
物
や
漬
物

だ
け
で
な
く
サ
ラ
ダ
な
ど
に
も
広
く
使

わ
れ
て
い
る
な
ど
、
人
気
の
高
い
野
菜

で
す
。

　

な
お
、
水
菜
と
い
う
名
前
は
、
そ
の

　葉はみずみずしく濃い緑色、
茎は付け根が白く、株の切り口
の断面が小さいものがおいしい
と言われています。保存する時
は湿らせた新聞紙に包み、根元
を下に立てて冷蔵しましょう。

当
時
、
肥
料
を
使
わ
ず
水
と
土
の
力
だ

け
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る

も
の
で
、
水
と
非
常
に
強
い
関
係
が
あ

り
ま
す
。
水
の
都
西
条
の
お
い
し
い
水

で
育
っ
た
水
菜
を
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

　現代は家族や友人たちとのコミュニケーション
の場であった食卓が孤食化、欠食化へと変化して
きています。みんなで楽しく食べる食事の味は特
別おいしく、気持ちまで元気にしてくれます。寒
い日は、水菜が主役のハリハリ鍋で身体も心もあ
たたまりましょう。

家庭で囲む楽しい食卓

水都館　
豊島法仁さん

　西条農業高校が栽培している「う
まいぞ菜」や地元農家の農産物、西
条で水揚げされる魚介類を使い、地
域特色を生かした料理を提供してい
ます。
　西条は年間を通していろいろな旬
が楽しめる、すてきなところです。
地元ならではのおいしさを一緒に楽
しみましょう。

　カロテン、ビタミンＣ、カルシウム、鉄、カリウムを多く含み、
生活習慣病の予防に役立ちます。また、肌の潤いの保持、風邪予
防にもおすすめです。煮浸し、浅漬け、鍋物、和え物に用いられ、
油を使った炒め物などはカロテンの吸収を良くします。

栄養士チェック

①　水菜は葉の部分を３cm、茎の部分を１cm程度に切る。
②　ショウガとニンニクはみじん切り、またはすりおろす。
③　厚揚げを１cm大に切った後、パスタを茹でる。
④　オリーブオイル・②・豆板醤をフライパンに入れて火を
　つけ、香りが出てきたら豚肉ミンチ・厚揚げの順に入れて
　軽く炒める。
⑤　④に中華スープを加えて煮立たせた後、パスタと水菜の
　茎を加え、塩・コショウ・しょうゆで味を調える。
⑥　⑤を皿に盛りつけて、水菜の葉をのせると完成。

　※お好みで、もみ海苔をトッピングしてください。

水菜 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １／２束　　   ショウガ ‥‥‥‥‥‥‥ ５ｇ
ニンニク ‥‥‥‥‥‥‥‥ １片　　   厚揚げ ‥‥‥‥‥‥‥‥ １枚
パスタ ‥‥‥‥‥‥‥ 70～80ｇ　　   オリーブオイル ‥‥‥‥ 50㏄
豆板醤 ‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ１　　   豚肉ミンチ ‥‥‥‥‥‥ 50ｇ
中華スープ ‥‥‥‥‥‥ 200㏄　　   塩 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量
コショウ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量　　   しょうゆ ‥‥‥‥‥ 小さじ１

エネルギー ‥‥‥‥‥ 9 5 8 kcal　　  タンパク質 ‥‥‥‥ 3 3 . 3ｇ
脂肪　‥‥‥‥‥‥‥‥60.9ｇ

水菜の中華風パスタ

ジュニアベジタブル＆フルーツマイスター

高橋ひとみ
（産業振興課産業政策係担当）

素材・分量（１人分）

栄養価（１人当たり）
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西条自慢の「春の七草」で食育

地下水の保全について意見交換

七草雑炊を学校給食でいただきました

「自助と共助」　地域ぐるみでの防災力の向上をめざして！　
12/13  総合防災訓練（東消防署管内）12/18 第２回 子ども防災サミット

12/12～13 ラグビーフェスタ兼高校強化合宿12/27　宇髙菜絵 柔道教室

1/16 ちびっこ駅伝大会 1/10 耐寒マラソン大会 12/20 駅伝競走大会（西条会場）

　12月21日、西条地区の自治会や土地改良区の代表者など約60
人が参加し、「第1回地下水の保全と活用を考えるワークショ
ップ」が、市役所庁舎本館で開催されました。愛媛大学の高瀬
惠次教授による基調講演などの後、意見交換が行われ参加者か
らは貴重な提言などもいただきました。

　市内の小学校25校
の代表者60人が、防災
キャンプに参加した感
想や、これまでの活動
内容等について発表し
ました。どのようなこ
とを学び、そしてそれ
を学校や家庭、地域に
どう伝えたのか、また
今後の取り組みに向け
た積極的な意見等を聞
くことができました。

　大町・神戸・加茂地区の自治会や小中学校
生らの参加による総合防災訓練が、西条南中
グラウンドで行われました。救急搬送や初期
消火などの実践的な訓練のほか、関係機関に
よる啓発・展示コーナーもあり、約1,200人
の参加者は熱心に取り組んでいました。

七草がゆで地域の人たちとの交流を

　12月16日・17日にＪＡ
西条にご協力をいただき、
市内の小中学校の給食に七
草雑炊が登場しました。玉
津小学校では、七草生産農
家や野菜ソムリエの方によ
る七草にまつわるお話を聞
いた後、西条の新春の味に
舌鼓をうっていました。

　小松山草会・小松盆栽
教室主催の七草がゆを食
べよう会が、1月7日、約
50人が参加して小松公民
館で行われました。七草
や日本古来の風習につい
て学びながら、七草がゆ
を炊いて和やかな交流の
ひと時を楽しみました。

　中四国地区の全国高校ラグビー選手権出場校による大会前の合同強
化合宿と、6回目となる市ラグビーフェスタが、東予運動公園球技場お
よびビバ・スポルティアＳＡＩＪＯで行われました。強化合宿には、
西条・東予両高校のラグビー部も参加して交流試合を行いました。

　次世代育成支援スポーツ事業「柔道教室」が、宝くじの収益による助成
を受けて総合体育館で開催されました。講師は、西条市出身でこれまで数
々の国際大会で優勝し、今や日本柔道界を担う宇髙菜絵選手。参加した子
どもたちは、宇髙先輩の模範演技を真剣なまなざしで見つめていました。

　市内はもとより新居浜・今治市からの申込み
もあり、5部門に73チーム・384人のランナーが
参加しました。当日は快晴に恵まれ、チームの
タスキにメンバーの汗が光っていました。

　冬の張り詰めた空気をものともせず、元気あ
ふれるランナー769人が、自己記録の更新に挑戦
したり、マイペースのランニングなどで、それ
ぞれゴールをめざしました。

　市内の小学生1,042人がビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯに集合して、ちびっこ駅伝大会が開
催されました。大きな歓声が飛び交う中、人工
芝のフィールド上でタスキをつなぎました。

　スポーツにかける想いは寒さになんか負けない！

広報さいじょう　2010　２月号 26



ご成人おめでとうございます　希望に満ちた未来にエール

12/27　スノーカーニバル in 石鎚

1/17　子ども凧あげ大会

12/15　中学校音楽フェスティバル

ご活躍を祈念しています！図書館をもっと身近に…特産の「愛宕柿」で干し柿づくり

1/16～17　公民館フェスティバル

　青年海外協力隊員としてニジェール共和国で２年
間、生活支援活動に従事する玉井誠子さん (小松町
明穂)が、出発を前に市役所を訪れ抱負を語ってく
れました。お体には気をつけて頑張ってください。

　クリスマスを目前に控え、西条図書館で童話の読
み聞かせや折り紙でクリスマス・リースを作る「お
話し会」が開かれ、100人近い親子連れが参加しま
した。今後も同様の催しを開催していく予定です。

　昨年、農家民泊を体験した壬生川・神拝小学
校を、田滝地区自治会や丹原もぎたて倶楽部のメン
バーが訪れ、特産の愛宕柿を使った「干し柿づくり
出前教室」を開催し、継続的な交流を深めました。

　市愛護班連絡協議会主催の子ども凧あげ
大会が、東予運動公園で開催されました。
道前太鼓や五十崎町のけんか凧などが披露
され会場は大盛り上がり。色とりどりの手
作り凧が大空を埋め尽くしました。

　市内の10中学校の生徒たちが丹原文化会館に集い、日ごろの練習の
成果を披露しました。会場を埋めた保護者からは、ステージで奏でら
れる演奏やハーモニーに惜しみない拍手が送られました。　

　「あつまる・まなぶ・つなぐ」を合言葉に、市内の29公民館による
公民館フェスティバルが、中央公民館・東予体育館において開催され
ました。公民館で活動する各サークルが日ごろの活動成果を披露する
とともに、相互交流を深める意義深い行事となりました。　

　石鎚ピクニック園地は朝から好天に恵まれ、来場した1,700人を超え
る参加者は、ソリ競争や雪玉ダーツなど銀世界での遊びを満喫。大抽選
会では当たり番号が呼ばれるたびに大きな歓声が上がっていました。

　1月10日、丹原文化会館と総合文化会館において成人式が執り行われました。
　今年の成人式対象者は1,177人。このうち、丹原文化会館では380人、また総合文化会館では567人の新成人がそれぞれ出席して、会場は華や
かなお祝いムードにあふれていました。両会場ともにアトラクションでは西条踊り「ISHI-ZUCHI」が披露され、また神拝小学校3年生の武田真
凛君からかわいいお祝いのメッセージが贈られ会場は大いに和んでいました。これに対し新成人の代表者からは、保護者や周囲の人への感謝の
気持ちや将来に対する力強い決意などが述べられました。今後、大地のようにたくましく、大きく飛躍されますようお祈りいたします。　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　私の名前は王・輝（ワン・イー）といいます。10年前、留
　　　　　　　　　　　　　　　　学生として中国から日本へやって来ました。日本の大学院を
　　　　　　　　　　　　　　　　卒業後、西条の会社に就職しましたが、もっと自分の能力を
　　　　　　　　　　　　　　　　高めたいと思い、英語の勉強を始めました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　でも、なかなか上達しません。短期間で上達するには海外
での語学研修しかないと思い、研修を決意しました。研修先は、一番費用が安かったフィリピン
に決めました。
　当初は言っていることも分からないし、こちらが言っていることも通じません。おまけに周り
の学生はほとんど韓国人で、ずいぶん寂しい思いをしました。でも、朝の８時から夕方５時まで
授業、夕食の後も10時ごろまで自習、そんな英語漬けの生活を続け、１カ月が過ぎたころから次
第に周りの学生とも英語でコミュニケーションがとれるようになりました。
　12月から２月までフィリピンは乾季で、朝晩は20℃前後、昼間は26℃～28℃くらいのとても過
ごしやすい、勉強にはもってこいの季節です。３月からは雨季が近づき次第に暑くなり、昼間は
外にいられないので、教室と図書館に引きこもってばかりでした。でも、そのおかげで４カ月の
研修期間が終了する頃には、休みを利用して一人で旅行ができるまで上達しました。
　帰国後は英語に接する機会が減ってしまい、ヒアリング力が落ちた気がしますが、今も英語の
勉強は続けています。今度はアメリカかカナダに留学するのが私の夢です。　　≪著：王・輝≫

▲王・輝さん
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。心からお礼申し
上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽弓山イチ子（飯岡）▽太田ハジメ（福武甲）▽玉井由美子（壬

生川）▽笹本陽地（三津屋）▽砂田宏司（三津屋南）▽故杉吾市

（三芳）▽丹野幸雄（三芳）▽川又好子（楠）▽秋山温子（丹原

町田野上方）▽黒光千代美（丹原町田滝）▽近藤禮三郎（小松町

妙口）▽檜垣幸男（小松町新屋敷）▽第５回紅葉ＡＳＣ大会▽西

条高校生徒会▽国興産業㈱▽ボーイスカウト西条12団▽黒住教周

布教会所婦人部▽吉岡いきいき歌体操サークル▽丹原地区愛護班

連絡協議会▽小松あざみ会

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　伊藤泰博（明神

木）▽新聞　芥川秀人（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月

理作子（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽みかん・りんご　西条地

域労働者福祉協議会▽現金　茶道裏千家淡交会▽慰問　大町校区

民生委員▽現金　佛立寺

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽お茶会　茶道裏千家淡交会▽パ

ンジー寄せ植え　石根小学校児童会▽門松　周桑商工会小松支部

建設業部会▽音楽劇のＤＶＤ・手紙　石根小学校１・２年生

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽誕生会・尺八演奏ほか　曽我部水位山（丹原町北田野）▽喫

茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉グループ▽門松　周桑商

工会小松支部建設業部会▽パンジー寄せ植え　石根小学校児童会

▽お茶会　茶道裏千家淡交会▽クリスマス会　石根保育所
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。
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今
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演
に
引
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込
ま
れ
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き
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ま
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落
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　12月14日に、住友重機械労
働組合連合会愛媛地方本部か
ら市内の全小・中学校へ図書
カードが贈呈されました。
　同組合からは、学校の図書
充実のために毎年図書カードの寄付をいただいています。

図書カードが寄贈されました

　12月22日に、㈳愛媛県エルピーガス協会西条支部から災
害時等における停電対策に活用してほしいと、市へ発電機
２台が寄贈されました。
　このほか当日は、同協会西条支
部・周桑支部と市との間で「災害
時における応急生活物資（ＬＰガ
ス等）の供給に関する協定」が締
結されました。（４ページ参照）

発電機が寄贈されました

　冬季は暖房の使用などによってエネルギーの消費が
増大する季節です。近年におけるエネルギー消費量の
著しい増加や地球環境問題への対応のために、一人ひ
とりが毎日の暮らしの中で省エネ
ルギーを実践することが大切です。
　暖房中の室内温度は20℃を目安
とするなど、家庭や学校、職場で
省エネを実践しましょう。

２月１日～28日は省エネルギー月間２月１日～28日は省エネルギー月間
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○２月９日㈫　13時～17時　壬生川公民館
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○２月19日㈮　13時～17時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■行政相談
○２月２日㈫・３月２日㈫　13時～15時　
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○２月９日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○２月23日㈫　９時～12時　田野公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○２月９日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○２月19日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は２月１日㈪～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○２月10日㈬・24日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○２月17日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は11頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■社会保険等相談
　２月18日㈭　10時～16時　総合福祉センター
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482
■社会保険出張相談
　２月10日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む。予約不要）
　２月16日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■土地建物取引相談
　２月８日㈪　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　２月10日㈬　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　水曜日（祝日除く）　　　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）
■補聴器相談会
　２月17日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■お酒の悩み相談
　２月24日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■精神障害者の家族相談会
　２月18日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

※祝休日と年末年始は、休業日です。
※ＰＨＳ・ＩＰ電話からは、03－6745－5600にお電話ください。

　法テラスでは、法的トラブルでお悩みの方に対し、適切な法制度、関係機
関（法律相談・公的機関窓口など）の紹介をしています。現在お困りの問題
が法的トラブルかどうか分からない方も、お気軽にお問い合わせください。

　確定申告の書き方指導など、税に関する相談
に税理士がお答えします。
◆日　時　２月６日㈯　10時～16時
◆場　所　総合福祉センター３階　研修室２
◆問合せ　四国税理士会伊予西条支部
　　　　　広報担当　髙井　℡0898－72－3390

税の無料相談会

一般相談電話番号　　℡０５７０－０７８３７４ 【受付】平　日：９時～21時
　　　　土曜日：９時～17時

広報さいじょう　2010　２月号31



新型インフルエンザワクチン接種費用の助成対象者・助成率・申請方法

　現在、新型インフルエンザワクチンの接種は優先接種対象者の方に
対して行っていますが、優先接種対象者以外の方に対しての接種は、
国では２月中に開始する予定としています。
　接種開始時期が確定しましたら、市ホームページ等でお知らせしま
す。また、政府広報や各報道機関から接種開始時期の情報が報道され
る予定ですので、これらの情報も注視してください。

新型インフルエンザワクチンの接種費用（全国一律）
　１回目：3,600円　 ２回目：2,550円（１回目と同じ医療機関で接種する場合）
※２回目の接種が必要な方は一部の優先接種対象者です。それ以外の方について
　は１回接種となります。詳しくは、かかりつけ医にご相談ください。

○医療従事者（１回接種）
○妊婦（１回接種）
○基礎疾患を有する方（１回または２回接種）
○１歳～就学前の幼児（２回接種）
○小学校１～３年生（２回接種）
○１歳未満の小児などの保護者（１回接種）
○小学校４～６年生（２回接種）
○中学生、高校生相当年齢者（１回接種）
○65歳以上の方（１回接種）

● 優先接種対象者とは ●

生活保護世帯の優先接種対象者

生活保護世帯・市民税非課税世帯の方に対する助成（国・県・市の助成）

一部の優先接種対象者の方に対する助成（市単独の助成）

※優先接種対象者以外の生活保護世帯・市民税非課税世帯の方に対する助成につ
　いても、上表と同じく、助成率は100％、申請方法は「Ａ」になる予定です。
※被保護者証明書は市庁舎別館社会福祉課、各総合支所市民福祉課で交付します。
　市民税非課税証明書は市庁舎本館納税課、東予総合支所税務課、丹原・小松総
　合支所総務課（税務係）で交付します。助成金交付申請書と代理受領委任状も
　各担当課であわせてお渡しします。

助成の対象者 助成率

世帯員の全員が市民税非課税の優先接種対象者

医療従事者、妊婦

100％

申請方法

助成の対象者 助成率 申請方法

Ａ

Ｂ

100％

２分の１

３分の１

基礎疾患のある方

１歳～小学校３年生

１歳未満の小児の保護者

①～③の対象者のうち、身体上の理由
で予防接種ができない方の保護者等

　愛媛県内の医療機関で接種される場合は、
下記書類に必要事項を明記し、接種時に医療
機関窓口へ提出してください。

・被保護者証明書または市民税非課税証明書
・助成金交付申請書
・代理受領委任状

※愛媛県外で接種した場合は、Ｂ（市民税課
　税世帯）と同じ方法で申請してください。

　接種費用を支払った後、下記書類等を持っ
て、市の申請窓口で申請してください。

・接種費用の領収書
・新型インフルエンザ予防接種済証
・普通預金通帳、印鑑（スタンプ印は不可）

申請窓口　○各保健センター
　　　　　○市庁舎別館５階会議室
　　　　　○各総合支所市民福祉課

市
民
税
課
税
世
帯

①

②

③

④

⑤

生活保護世帯・市民税非課税世帯の方への接種費用助成の対象拡大を予定しています
　現在、生活保護世帯・市民税非課税世帯の優先接種対象者に対して、国・県・市による接種費用の助成を行って
いますが、優先接種対象者以外の方への新型インフルエンザ接種が開始された場合、助成の対象範囲を拡大し、優
先接種対象者以外の生活保護世帯・市民税非課税世帯の方に対しても、接種費用の助成を行う予定です。

※上表の申請方法「Ｂ」に該当する方は、接種後は速やかに助成の申請をしてください。
※２回接種が必要な方で、上表の申請方法「Ｂ」に該当する方は、２回目の接種終了後、２回分をまとめて申請できます。
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12日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

16日㈫　10：00～11：30　玉津公民館

10日㈬　  9：30～11：00　東予南地域交流センター

８日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

４日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

３日㈬　  9：30～11：00　丹原児童館

９日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　２月５日㈮・15日㈪
○東予保健センター　２月８日㈪・26日㈮
○丹原保健センター　２月12日㈮
○小松保健センター　２月19日㈮

■産業保健健康相談
○日時　２月25日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　２月１日㈪・15日㈪
　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　２月16日㈫　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　２月23日㈫　13時30分～15時30分
◆「一般健康診断」廃止のお知らせ
　県内６保健所で実施している「一般健康
診断（一般クリニック）」を、平成22年３月
31日㈬で廃止することになりました。
　平成22年４月１日以降の健康診断は、医
療機関での受診をお願いします。
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

16日㈫
25日㈭

23日㈫

17日㈬
18日㈭
２日㈫
４日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成21年10月１日～
10月31日の出生児

平成21年10月１日～
11月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成20年７月１日～
７月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年１月１日～
１月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得
　　　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　２月・３月の日程等　※申し込みは前日まで受付

３月19日㈮

東予保健センター ３月12日㈮

丹原保健センター ３月26日㈮

小松保健センター ３月５日㈮

２月19日㈮

２月12日㈮

２月26日㈮

２月５日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編 カロリー編 受講時間

◆全国１周完了（10,310km）
　○杉田チヱ子（高田）
　○日野小百合（小松町妙口）
　○越智　昭（丹原町関屋）
　○石原トヨミ（丹原町池田）
　○藤岡浩平（喜多台）
◆北海道１周コース（2,190km）
　○渡辺哲也（喜多台） ○眞鍋泰行（丹原町高松）
　○眞鍋計惠（丹原町高松） ○河野正則（福成寺）
◆九州１周コース（1,840km）
　○櫛部キサ子（上市） ○稲井智子（洲之内） ○戸田人志（丹原町長野）
　○安藤藤江（丹原町丹原） ○篠原政禎（丹原町池田）
◆四国１周コース（940km）
　○平井靖美（実報寺）○越智喜久美（北条）○髙橋　枝（丹原町願連寺）
　○越智　進（丹原町来見）○篠原悦子（丹原町池田）○服部久好（飯岡）

１月に完了認定証を交付した方は、次のとおりです。（敬称略）

ウォーキングで健康づくりをしませんか！
　市が発行するウォーキングマップに毎日の運動成果（歩いた距離）を記入し、設定さ
れた各コースを完歩された方に、完了認定証と記念品を贈呈しています。
　詳しくは各保健センターへお問い合わせください。

おめでとうございます
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休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院

内科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

１
（月）

７
（日）
11
（木）
14
（日）
21
（日）
28
（日）

16
（火）

２
（火）

17
（水）

３
（水）

18
（木）

４
（木）

19
（金）

５
（金）

20
（土）

６
（土）

22
（月）

８
（月）

23
（火）

９
（火）

24
（水）

10
（水）

25
（木）

12
（金）

26
（金）

13
（土）

27
（土）

15
（月）

外科
内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

毎週木曜日・19時まで（祝日・年末年始を除く）

　市庁舎本館市民生活課と各総合支所市民福祉課では、毎週木曜日に次の窓口業務を延長

して行っています。なお、下記以外の窓口業務は、通常どおり17時15分までです。

印鑑登録、戸籍謄本・戸籍抄本・住民票・印鑑証明書の交付。詳しくは市庁舎本館市民生活
課（℡0897－52－1211）へ。

市民生活課・市民福祉課の窓口業務を延長しています
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■
場
所　

氷
見
乙
１
２
１
２

■
駐
車
場　

な
し

N

国道 11号
氷見小学校 朝日町

交差点

吉祥寺

石岡神社

西条西部公園

JR伊予氷見駅

平成21年12月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,790 人     （＋15人）

　男　　  54,991 人    （＋11人）

　女　　   59,799人    （＋ 4人）

世　帯　   47,731世帯   (＋27世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　寒さが一段と厳しくなってきまし
た。皆さんは寒い冬を快適に過ごす
ために何か工夫をされていますか？
　２月は省エネルギー月間です。寒
いからといって、エアコンの設定温
度を上げ過ぎていませんか？　定期
的にフィルターを掃除するだけでも
運転効率が高まり、消費電力の抑制
につながるそうですよ。
　衣・食・住を見直して、まずは自
分にできることから省エネ生活を実
践していきませんか。　　　（か）

　

          
第
57
回
　
　

西
　

大
　

塚
　

古
　

墳

古代の人はどのような思いで亡くなった人を弔い巨石を積んだのでしょうか

No.54　オオセグロカモメ（冬鳥）
　冬の加茂川河口は多くの海鳥たちの越冬地。カモメ類は７種
類が見られますが、大型のオオセグロカモメはよく似たセグロ
カモメの群れの中に数羽いるだけの少数派。識別点は、翼上面
がセグロカモメより濃い青灰色をしていること。干潟で休憩す
るカモメの群れの中から見つけてみてください。

撮
影：

十
亀
茂
樹
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

日21

２

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

10：009：30

9：00

13：00

寺田歌謡教室　℡0898－68－7240無　料大ホール寺田歌謡教室・知里歌謡教室　合同発表会

13：30 多賀幼稚園　℡0898－64－2767無　料大ホール新沢としひこ歌＆トーク

木11 13：30
18：30

12：30
17：30 丹原文化会館　℡0898－68－3555Ｓ席4800円

Ａ席4300円大ホール八代亜紀ふれあいコンサート

日７ 13：30
16：30 笑呼心製作所（野島）　℡090－7629－8310大 人1200円

中高生500円小ホールおいしいコーヒーの真実　上映会

土６
14：00
17：00

丹原文化会館　℡0898－68－3555無料
（一部有料）全　館女性創作家のコラボレーション

ばらーらⅡ　EVERYONE HAS WINGS TO FLY

【２月の休館日】 毎週月曜日、12日㈮

土20

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【２月の休館日】 毎週月曜日

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

２

水

大ホール9：30 西条歌謡同好会（伊藤）　℡0897－56－525810：00西条歌謡同好会　カラオケ発表会日28

大ホール13：00 西条市林業課　℡0897－52－1504無　料木のまち・木のいえリレーフォーラム in 西条

大ホール13：30 西条市民吹奏楽団（髙畑）　℡090－3461－7570

13：30

西条市民吹奏楽団第18回定期演奏会日14

大ホール13：30 電源開発㈱　℡0897－55－003214：00

14：00

J－POWERふれあいコンサート木11

大・小ホール13：00 市教育委員会学校教育課　℡0897－52－1640無　料13：30第３回西条市子ども防災サミット　※一般の参加者は小ホールで聴講10

小ホール11：30 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－63481000円12：00社交ダンスパーティー日７

土20

無　料

整理券必要

整理券あり

２/11 木
昼の部 13時30分開演
夜の部 18時30分開演
丹原文化会館大ホール

総合・丹原文化会館などでチケット好評販売中!

ゲスト　工藤慎太郎
入場料（全席指定）
Ａ席：4000円（前売）、4300円（当日）

２/６ ９時～16時　丹原文化会館にて開催土
内容（入場無料。一部参加費・材料費が必要）
◆エントランス・会議室での催し　９時～12時
　ワンコイン・ばらーら（各コーナー60分以内のワークショップ）
　受講料：500円
◆大ホールでの催し　13時～16時
　恋愛講座１　なぜその人に惹かれてしまうのか?　
　　　　　　　講師：森川友義氏（早稲田大学国際教養学部教授）
　恋愛講座２　頑張りすぎずに成功する色彩マジック
　　　　　　　講師：保住和枝氏（イメージ＆カラーアナリスト）
　フラ＆タヒチアン（ダンス）、ファッションショー
◆エントランス・小ホールでの催し　９時～16時
　ステキなもの探し（地域の創作家による手作り市）、美味しい
　もの探し（地元産品の販売）

広報さいじょう　2010　２月号 36


